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午前９時３０分開会 

○委員長（徳並伍朗君） 只今より予算審査特別委員会を開会いたします。委員の皆

様はじめ執行部の皆様には円滑な委員会運営にご協力を賜りますようよろしくお願

いをいたします。また、秋山議長、河村副議長にはオブザーバーとしてご協力をよ

ろしくお願いをいたします。 

それでは先の本会議におきまして本委員会に付託されました議案１３件につきま

して審査いたしたいと思います。なお審査の日程でございますが、本日と明日１０

日は一般会計予算の審査、１１日と１２日の両日で全特別会計、水道事業会計、病

院等事業会計、公共下水道事業会計の審査とし、４日間で会計ごとに審査を進めて

まいりたいと思います。また、一般会計、特別会計、企業会計の予算説明、質疑が

全て終了したのち村田市長にご出席をお願いし、総括審議をしたいと思います。そ

れでは本日の審査の進め方でございますが、一般会計予算の説明にあたりまして

は、歳出の款ごとの審査といたしますが、歳出は主要事業、新規事業を、またその

歳出に関係する歳入についてのご説明をいただきたいと思います。款によっては所

管部局が多数となるためそれぞれの部局からの説明をよろしくお願いをいたしま

す。それでは副市長さんご報告等ございませんか。 

○副市長（林 繁美君） ございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 議長さん。ご報告等ございませんか。 

○議長（秋山哲朗君） ございません。よろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） それではこれより審査を始めます。議案第９号平成２２年

度美祢市一般会計予算を審査いたします。最初に財政担当総務部次長より総括説明

を求めます。福田総務部次長。 

○総務部次長（福田和司君） 本３月議会予算特別委員会に提出をしております平成

２２年度一般会計当初予算議案第９号につきまして、私の方からまず予算の概要に

ついて、平成２２年度予算の概要に基づき説明をさせていただき、引き続きまして

予算書の１２６ページの歳出及び歳入の７１ページ一般会計の予算に関します説明

書により各担当部課長から各費目につきまして、新規事業、主要事業等を中心に説

明の方をさせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。別冊の平

成２２年度予算の概要こちらの資料でございますが、こちらの概要に基づきまして

説明のほうをさせていただきたいと思います。概要書の１ページをお開き下さい。

新年度の予算編成にあたっては、一昨年の２００８年９月のアメリカにおきます名

門投資銀行の破綻に端を発しました、世界的金融危機いわゆるリーマンショック後
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の世界的な景気後退によるところの経済の低迷がようやく持ち直しの傾向にござい

ますが、世界日本全体におきましては、回復軌道になっておるところでございます

が、地方中山間地域にあります本市におきましては、昨年以上に景気低迷の影響を

引き続き受けておりまして、市税収入におきまして、大きく影響を受けているとこ

ろでございます。特に個人所得税の減少、企業の減収減益がなお継続的に続いてお

りまして引き続き厳しい財政運営が続く状況にございます。このような状況下にお

きまして本市合併後３年目となります本市として着実な発展を堅持していくため、

財政の健全性を確保しながら、第１次美祢市総合計画の基本理念であります「市民

が「夢・希望・誇り」をもって暮らす交流拠点都市美祢市」の実現に向けた諸施

策、諸事業を着実に実現することに配慮した予算としております。交流拠点都市を

創造するためのいわゆる礎となる予算としてこれからの１０年間の土台の構築、市

長のマニフェストの柱でもございます交流拠点都市の促進、地域産業の振興、ひと

の育成、安心・安全の確保、財政の健全性を確保するための行財政運営の強化、こ

の五つの柱からなる事業を通して地域力の向上を着実に図っていくための予算とし

ております。また、本年２１年度は国において歴史的な政権交代が行われ、ご存知

の通り新政権によります国の予算編成、地方財政計画の策定等の大幅な遅れにより

まして、本市の予算編成時におきます国の地方に対する財源措置等の一部不透明な

状況にありましたことから、本市の予算編成の段階におきます地方財政の見通しや

国の施策等について可能な限り情報把握に努めまして、第１次美祢市総合計画に掲

げます事業の実施に向けた今後の５年先、１０年先の財政全般にわたります見通し

等も考慮に入れながら、予算編成を行ってきたところでございます。また、本年２

月の県市長会におきまして、県市町課長より県においては基本的に国の制度改革に

対してゼロベースで対応する、国の制度改革に合わせた急激な変化、改変を行うべ

きではないとの考えが示されまして、原則的に国の制度改革が県内の各市町の予算

編成に大きな影響を与えるものではないとの報告があったところでございます。ま

たこのような状況下、本市においては限られた財源の中から地方自治体の施策の基

本であります、市民の皆様の福祉の充実に努めると共に人件費、物件費をはじめと

する計上経費につきまして、各担当部課におきましてスクラップ・アンド・ビルド

の基本方針に立ち返りまして見直しを行ったところでございます。これによりまし

て、これまで以上の一層の経費の節減に努め、財源の重点かつ効率的配分に重視し

た予算編成を行ったところでございます。それでは３ページをお開き下さい。本市

の新年度当初予算規模でございますが、先に述べました予算編成方針によりまして
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一般会計の予算総額は１５２億３，６００万円となり、平成２１年度当初予算１５

７億３，７００万円と比較いたしますと５億１００万円、３．２％の減となったと

ころであります。２ページの下段の当初予算の財政規模の推移をご覧いただきたい

と思います。新市発足後３年連続の減額予算となったところであります。新年度予

算の減の要因の一つといたしましては、平成２１年度補正予算におきまして、地域

活性化経済危機対策臨時交付金事業並びにきめ細やかな人事交付金事業、公共投資

臨時交付金事業による公共施設の改修事業等の投資的事業、将来を見据えました

小・中学校の情報機器整備事業等を中心とした諸事業を実施すると共に安心安全の

確保の面から耐震化に伴う学校施設の整備事業等前倒しで行ったところから当初予

算比較において減となったところでございます。今、申し上げました国の予算に呼

応した交付金事業等について、国の示す切れ目のない公共事業の実施によりまし

て、地域経済の活性化に取り組むため平成２１年３月補正予算におきまして３０件

の交付金事業等、１８億７，６７１万５，０００円を２２年度に繰り越すこととし

ております。繰越予算と合わせますと約１７１億円程度の一般会計の予算規模とな

ることとなります。８ページ、９ページをお開き下さい。一般会計における歳出の

主な増減についてご説明の方をさせていただきます。８ページの目的別分類をご覧

いただきたいと思います。款別に増となりました主な要因といたしましては３款の

民生費では、新年度予算額４０億２，２０２万７，０００円、前年度予算額３５億

７，８９７万円となり、対前年度４億４，３０５万７，０００円、１２．４％の増

となっております。増の要因といたしましては、新規の子ども手当支給に伴う児童

手当、子ども手当、関係事業の２億２，５９３万５，０００円の増、秋芳町におき

ます小規模特別養護老人ホーム、豊田前町の小規模多機能施設の老人福祉施設整備

補助の支出に伴う１億３，５５５万円の増、また障害者自立支援法に基づきます旧

法体系施設からの移行による障害者自立支援関係経費８，３０５万３，０００円の

増が主な要因となっております。また、４款衛生費では新年度予算額１９億７１３

万５，０００円前年度予算額１７億５，３７３万９，０００円となり、対前年度１

億５，３３９万６，０００円、８．７％の増となっております。増の要因といたし

ましては、本年度１２月補正対応いたしました医師確保対策事業補助金並びに不採

算地区病院運営費負担金による病院等事業会計繰出金の９，４７１万２，０００円

の増、簡易水道事業における新企業会計移行等の新規実施によるところの水道事業

会計等繰出金３，６３５万９，０００円の増、また地球温暖化防止のための美祢発

地球元気化事業等の新規事業による１，２６６万６，０００円の増が主な要因であ
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ります。１１款災害復旧費では、新年度予算額２億２，０８８万５，０００円、前

年度予算額１，９５６万８，０００円となり対前年度２億１３１万７，０００円、

１，０２８．８％の増となっております。大幅な増の要因でございますが、平成２

１年度におきまして発生しました７月の集中豪雨災害にかかる過年度発生農林施設

補助災害復旧費の４，０９６万２，０００円の増、過年度発生土木施設災害復旧費

の１億３，１６２万９，０００円の増が主な要因となっております。次に款別に減

となりました主な要因についてご説明をさせていただきます。２款の総務費では新

年度予算額１９億１，５６５万２，０００円、前年度予算額２３億８，１１１万

９，０００円となり対前年度４億６，５４６万７，０００円、１９．５％の減とな

っております。主な減の要因といたしましては、ＭＹＴ旧ケーブルの撤去事業費と

して１億８，０００万円の減、秋芳地区のケーブルテレビ整備事業の３億９，１１

６万８，０００円の減が主な要因となっております。６款農林費ですが、新年度予

算額１０億１，７３８万３，０００円、前年度予算額１３億４，０３９万４，００

０円となり対前年度３億２，３０１万１，０００円、２４．１％の減となっており

ます。減の要因といたしましては、ため池河川工作物及び土地基盤整備等の団体

営、県営の基盤整備事業等の目農地費１億４，５３９万１，０００円の減、畜産基

盤再編総合整備事業の減による目畜産産業費１億８，０６２万６，０００円の減が

主な要因となっております。次に８款土木費でございますが、新年度予算額１５億

１，０１３万８，０００円、前年度予算額１７億４，１９６万７，０００円とな

り、対前年度２億３，１８２万９，０００円、１３．３％の減となっております。

減の要因といたしましては、下領北団地公営住宅建設事業等の地域住宅交付金事業

の減による目住宅建設費の減、２億２，９５３万９，０００円の減が主な要因でご

ざいます。次に１２款公債費では新年度予算額２３億２，９８１万円前年度予算額

２６億４，７５５万７，０００円となり、対前年度３億１，７７４万７，０００

円、１２．０％の減となっております。減の要因といたしましては、前年度におい

て借換債を１億３，９００万円の借換を行っておること、また近年新規市債の発行

を抑制していることが主な要因となっております。 

次に９ページの新年度予算におきます性質別分類によります歳出について主な増

減理由について説明をいたしたいと思います。義務的経費１人件費では新年度予算

額３３億５，１３９万２，０００円、前年度予算額３３億５，６６２万６，０００

円となり、対前年度５２３万４，０００円、０．２％の減となっております。これ

につきましては、職員２名の減と、退職に伴う職員の新陳代謝によりまして、給
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与、期末手当等で１億１，３００万程度の減となったところでございますが、新年

度当初予算におきまして、定年退職予定者の２名の増、新規採用に伴います各種手

当等の予算措置の増及び子ども手当等の増、職員共済費の事業者負担の増、それと

２２年度におきます国勢調査に伴う報酬等の増から５２３万４，０００円、０．

２％の減にとどまったところでございます。また、扶助費では新年度予算１９億

６，２７８万円、対前年度予算１６億２，９９７万２，０００円となり、対前年度

３億３，２８０万８，０００円、２０．４％の増となっております。この主なもの

は、子ども手当の増が主な要因となっております。公債費につきましては、新規借

入の抑制による元利償還の減及び２１年度において借換を行ったことによる減が主

な要因でございます。投資的経費の普通建設事業費は新年度予算１１億４，１０５

万４，０００円、前年度予算額２０億４，７６８万１，０００円となり、９億６６

２万７，０００円、４４．３％の減となっております。主な要因としては、先程、

目的分類でご説明を申し上げましたが秋芳地区のケーブルテレビの整備事業ＭＹＴ

旧ケーブルの撤去事業の減、畜産基盤再編総合整備事業費の減、地域住宅交付金事

業、下領北団地建替等でございますが、こちらの減によるものでございます。ま

た、災害復旧費につきましても２億２２１万８，０００円の増となり、先程の目的

別分類により説明いたしました２１年度災害にかかる過年度発生補助災害復旧費に

よる増でございます。その他、物件費の増９，７６６万１，０００円については、

社会復帰促進センターの診療所運営費の補助費等からの組み換えによります増でご

ざいます。また、調査面積の増に伴う地籍調査関係経費の増によるものがあるとこ

ろでございます。次に補助費等の増についてですが、１億２５万５，０００円につ

いては、先程も説明しましたが、病院等事業会計繰出金９，４７１万２，０００円

の増、ふるさと創造未来交付金３，０００万円の増、国体実行委員会補助金４，４

４７万９，０００円の増と、予算の組み換えによる社会復帰促進センターの診療運

営費補助金の減による増減の結果によるものでございます。 

４ページに戻っていただきまして、歳入について説明をさせていただきます。１

款の市税収入は新年度予算３２億３，６６２万５，０００円、対前年度予算３２億

８，４３４万７，０００円となり、対前年度４，７７２万２，０００円、１．５％

の減となっております。６ページの市税の内訳をお願いいたします。特に市民税に

ついては当初予算計上額１１億４，８１７万８，０００円となりまして、前年度当

初予算額１２億９，６３０万２，０００円となり、対前年度当初予算額１億４，８

１２万４，０００円、１１．４％の減を見込んでおります。市民税以外の市税につ
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きましては平成２１年度の実績及びそれぞれの税に対する国全体の動向を含めた増

減を緩和した上、当初予算計上をいたしており、特に市たばこ税につきましては、

減少傾向にありますが、平成２２年１０月に予定されております料金改定を考慮し

た上で予算を計上いたしておるところでございます。次に１０款の地方交付税につ

いては、７ページの地方交付税の内訳の通り普通交付税については、対前年度５，

０００万円の増の５９億円を見込み特別交付税につきましては、対前年度２億６，

８００万円の減の８億１，２００万円とし、地方交付税を６７億１，２００万円と

しております。また、今年度交付税措置のあるいわゆる第２の交付税とされます財

源対策のための地方債である臨時財政対策債につきましては、対前年度１億８，６

７０万円の増の８億６，５００万円を予算計上いたしております。これにつきまし

ては、国の地方財政計画では地方交付税の伸び率を６．８％としておりますが、交

付税の額の決定のための段階補正、人口急減補正の数値について財政力の低い市町

村に対してケース配分をするという大筋の決定はいたしておりますが、一部復元を

予定をされておるところでございますが、詳細につきましては、普通交付税大綱が

まとまる夏までにつめられるということとなっており、また国全体の地方税の減少

３兆６，７６４億円、実質的な交付税これは地方交付税と臨時財政対策債を合わせ

たものでございますが、３兆６，３１６億円と税収の減と交付税措置の額がほぼ同

額となっておりまして、国全体として見た場合に地方税の減収分を交付税等で補て

んしたにすぎないという状況でございまして、本市以上に地方税の収入の落ち込み

の激しい市町村もあることから、普通交付税につきまして、当初試算を行い若干の

災害等の緊急的な事業への対応のための財源留保緩和した上で、若干の増額を見込

んだものでございます。また、特別交付税につきましては、特殊要因に基づいて交

付されるものでございまして、近年交付決定の額につきまして、非常に厳しい状況

にありますことから、また当初予算の若干の財源留保の面から減額を見込んでおり

ます。それ以外の県・国の支出金、分担金、負担金などにつきましては、それぞれ

の歳出に呼応した所要の特定財源として充当いたしております。また、２１款の市

債についてでございますが、先程も申し上げました今年度交付税措置のあります第

２の交付税とされます財政対策のための地方債、臨時財政対策債を８億６，５００

万円を含む市債１２億２，２００万円を計上いたしております。１８款の繰入金に

ついては、歳出における計上費用の圧縮等により、基金等からの繰入金を可能な限

り圧縮をいたしておりまして、前年度当初予算額４億２，６６８万７，０００円、

対前年度２億２，５９３万６，０００円５３％の減の２億７５万１，０００円を繰
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入金として当初予算計上をいたしているところでございます。 

１７ページをお開き下さい。１７ページ以降につきましては本市の基金残高の推

移、市債残高の推移等を掲載しております。堅実な予算の執行に努めていきまし

て、今後も基金の確保、増額に努め、市債の残高の減少に努めることとしておりま

す。続きまして、２３ページをお開き下さい。平成２２年度美祢市の重点事業につ

いて掲載をいたしております。本美祢市の第１次美祢市総合計画の基本理念でござ

います。先程も申し上げましたが、市民が夢・希望・誇りを持って暮らす交流拠点

都市美祢市の実現に向けた五つの柱。１として安全安心の確保、医療福祉の充実、

土地基盤の整備、２として観光交流の促進、観光交流の活性化、広域連携の強化、

３として産業の振興、地域産業の活性化、新産業の創出、４として人の育成、教育

環境の充実、歴史文化の継承、人材の育成、５として行財政運営の強化、行財政の

効率化、共同のまちづくりのそれぞれについて、重点事業を掲載いたしておりま

す。なお、新規事業に合わせまして、国の地域活性化にかかる交付金等により実施

いたしました繰越事業につきましても、合わせて掲載をさせていただいておりま

す。また、２３ページの中央上段に最重点事業として、８の事業を掲載しておりま

す。一つは市長が各地域に出向き地域の皆様と地域の課題や将来のまちづくりにつ

いて県設的な対話をする、市長と語るまちづくり座談会事業２３万１，０００円、

未来に向けてふるさとである美祢市の創造のため地域それぞれが地域の活性化策を

検討し、発案し具現化していくことを目的として交付するふるさと未来交付金事業

３，０００万円、美祢市医療圏確立と市民の皆様への医療サービスの向上を目的と

して二つの市立病院間を専用シャトルバスでつなぐ、病院間シャトルバス運行事業

３３９万９，０００円、市を意欲的に発信する団体が企画・運営する地域発信活動

への補助を行う地域発信チャレンジ推進事業２５０万円、地域商工業の活性化と消

費拡大を図っていくため、引き続き商工会が行う商品券発行事業に対する補助を行

う地域経済振興事業６３０万円、繰越事業といたしまして、新市としての一体感の

醸成と本市に訪れられる方の利便性や満足度の向上と交流拠点都市創造の一助とす

るための統一的なサインシステムの整備を行うサインシステム整備事業７，２１２

万５，０００円、秋芳洞内の照明ＬＥＤ化事業、一般家庭のＬＥＤ照明転換促進の

ための事業、洞入口周辺の外灯太陽光発電設置事業といった地球温暖化対策のため

の美祢発地球元気化事業２億５，０９９万３，０００円繰越事業でございますが、

空き店舗を活用したアンテナショップによる農産品や特産品等の情報発信のための

地産地消アンテナショップ設置事業３００万円の八つの事業を重点事業としており
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ます。以上が平成２２年度の当初予算の概要でございますが、引き続きまして、予

算書の１２６ページの歳出から一般会計の予算に関する説明書によりまして、各担

当部課長から各目における新規事業、主要事業及びその財源につきまして、説明を

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 福田次長さん、大変お疲れでございました。説明が終わり

ました。これからは一般会計の費目ごとに説明を求めます。まず最初に議会費を議

題といたします。執行部より説明を求めます。はい、重村議会事務局長。 

○議会事務局長（重村暢之君） それでは、歳出の予算費目に従いまして概要をご説

明申し上げます。また、資料の予算の概要の平成２２年度一般会計主要事業の２４

ページからを合わせてご覧いただければと思います。議会費は２５ページの上部に

掲載してあります。それでは、お手元の予算に関する説明書１２６、１２７ページ

をお開き願います。議会費に本年度予算額１億８，３１６万１，０００円を計上し

ております。右側の説明欄００３議会経費の普通旅費に６９２万４，０００円を計

上しております。この内新規事業としまして、中国山東省棗莊市への議員海外研修

旅費としまして、議員３名分５９万７，０００円を計上しております。詳細につき

ましては、次の総務費・総務管理費・一般管理費の友好都市交流事業で企画政策課

より説明があると思います。また、修繕料としまして１６万３，０００円計上して

おりますが、この内１５万８，０００円が議事堂照明器具の交換でございます。以

上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 続きまして、１２８、１２９ページをご覧いただきた

いと思います。説明欄の上から５行目になります。会派政務調査費交付金として、

１４０万４，０００円を計上しております。これは調査研究に資するために必要な

経費として１人当たり月額４，５００円を会派または無所属議員に対して交付する

ものであります。議会費の説明は以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは質疑を行いと思いますが、

質疑はございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（徳並伍朗君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。次に総務費を議題と

いたします。執行部より説明を求めます。はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） それでは、２款総務費を説明いたします。１３０ペー

ジ、１３１ページをご覧いただきたいと思います。２款総務費・１項総務管理費・
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１目一般管理費の説明欄の中の００４総務管理費に２，６５１万３，０００円を計

上しております。この中の消耗品費の中になりますが、市章のバッチ購入費、これ

は職員の胸に付ける市章のバッチの購入費として、６１万８，０００円を計上して

おります。これは市職員としての自覚と誇りを持たせることにより、より職務に精

励させるために購入するものであり、全職員に貸与、貸し与えることとしておりま

す。続きまして、１３２ページ、１３３ページをご覧いただきたいと思います。右

の説明欄の００７職員研修経費の職員研修業務委託料の内、接遇能力向上を図るた

め新規採用職員の接遇研修に１０万８，０００円、それから職員のメンタルヘルス

向上のためメンタルヘルス管理監督者研修として２０万６，０００円を計上してお

ります。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 続きまして、予算書の１３４ページ、１

３５ページをお開き下さい。同じく一般管理費といたしまして、０１０説明欄に国

際交流推進事業と事業名が書いてございます。この中に主要事業の中の友好都市交

流事業を含めております。報償金といたしまして通訳の謝礼として５万円、費用弁

償といたしまして、通訳の旅費を１９万７，０００円を、普通旅費といたしまして

職員４名分これは説明欄には３名と書いてございますが、３名ともう１人秘書が入

っております。４名分で７８万７，０００円。特別旅費といたしまして、市長の特

別旅費１９万９，０００円。消耗品費といたしまして、各種みやげ代ということに

なりますが、１８万円。食料費といたしまして、２万円、手数料これは添乗員でご

ざいますが、１８万９，０００円。保険料といたしまして、只今申しました合計で

６名になりますが、これの保険料で６万円これで合計で１６８万２，０００円と計

上させていただいております。これは友好都市であり鉱業、金偏の鉱でございます

が、鉱業を中心といたしました産業あるいは観光業の先進地でございます山東省の

棗莊市、ここへ視察研修を通じて本市との両市の発展のために行うものでございま

す。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 続いて０１１防災対策関連経費の中になりますが、印

刷製本費に１８９万円を計上しております。これは、市民の皆様に分かりやすい防

災ガイドブックを作成し、お配りする経費として計上しております。なお、防災訓

練に要する経費１５万５，０００円もこの防災対策関連経費の中に計上しており、

２２年度は伊佐町で実施する予定にしております。 
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○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして、１３６ページ、１３７ペー

ジをお開き下さい。目の文書広報費でございます。その中で００３ホームページ関

連経費として、５５２万５，０００円を計上しております。その中で平成１６年１

０月に導入したシステムの更新がきておりますので、その電算システムの更新委託

料といたしまして、１５４万６，０００円。またこの機器関連機器の更新にかかる

費用といたしまして、備品として３９１万１，０００円、合計５４５万７，０００

円を主なものとしてあげております。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 続きまして、１３８ページ、１３９ページをご覧いた

だきたいと思います。５目財産管理費の００２庁舎管理経費一番下になりますが、

その次のページに続いております。１４１ページの右側の説明欄をご覧いただきた

いんですが、施設整備工事の内、国旗・市旗掲出用ポール設置費として２６４万

６，０００円を計上しております。現在国旗・市旗は玄関横に掲げておりますが、

玄関前の庭園の目立つ位置に新たに掲揚ポールを設置するのであります。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 続きまして、１４０ページ、１４１ペー

ジでございます。目が企画費にまいります。００１企画経費の中の一番下でござい

ますが、業務委託料として３７万８，０００円を計上させていただいております。

この３７万８，０００円は主要事業にございます、行政評価制度の導入事業という

ことでこの金額を計上させていただいております。行政評価制度と申しますのは、

ご存知だとは思いますが、政策施策事務事業を成果指標等を用いて有効性でありま

すとか、法律性に関してＰＤＡＣＡサイクルの中に位置づけた評価を行うことでご

ざいます。平成２２年度は試行的な導入といたしたいと思っております。施策１３

５施策ございますが、その内の約５０施策ぐらい、それから事務事業３８８事務事

業がございますが、その内１５０程度これを抽出いたしましてこの結果を踏まえ

て、平成２３年度から本格導入へ移行させようという計画を練っております。それ

に伴う職員へ対する啓発それからシステムこれらの委託を業者から受けて、業者に

委託してその説明を行うものでございます。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして、同じく１４０、１４１ペー

ジでございます。００３告知放送運営費といたしまして、７４０万５，０００円、
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これは美東地域の告知放送事業にかかる運営経費でございます。内訳は消耗品とし

て３，０００円。告知放送屋外の電気料といたしまして５万８，０００円。機器借

上料といたしまして、７１８万２，０００円。告知放送受信機設置工事といたしま

して、１６万２，０００円。この内３万５，０００円を告知放送設置負担金の歳入

を予定しております。続きまして、１４２、１４３ページをお開き下さい。説明欄

の００４情報通信システム管理費でございます。これは秋芳地域告知放送、インタ

ーネット、有線電話運営にかかる経費でございます。施設の保険料といたしまして

１２万８，０００円。災害復旧工事委託料といたしまして、２００万円。この２０

０万円につきましては、災害が起きる起きないで増減いたしますけれども、一応予

算といたしまして、２００万円。合計２１２万８，０００円。この内歳入といたし

まして、保険料の歳入２００万円をあてることとしております。これにつきまして

も、実績により変動いたします。続きまして、００５ＭＹＴ運営事業費といたしま

して８，３２０万２，０００円。この中で主なものといたしましては、指定管理委

託料として８，２９１万１，０００円。これはＭＹＴの運営管理の指定管理の委託

料でございます。この財源といたしまして、使用料７，９４７万９，０００円。加

入分担金３４３万２，０００円を予定しております。続きまして、００６コミュニ

ティ活動推進事業といたしまして、３，２６３万８，０００円を計上しておりま

す。内訳といたしまして、区長報酬といたしまして市内４３２地区の長の報酬とい

たしまして３，１４２万８，０００円。区の集会所建設補助といたしまして１２１

万７，０００円。これは市内７箇所の集会所報酬補助でございます。続きまして０

０７病院間シャトルバス運行事業といたしまして、３３９万９，０００円。これは

美祢市立病院と美東病院の間を結ぶシャトルバスの運行経費といたしまして計上し

ております。内訳といたしましては、現在１日３往復程度の往復を予定しておりま

すその車にかかる燃料費７８万７，０００円。その車の保険料５万円。運転業務委

託料といたしまして、１８５万３，０００円。車の借上料といたしまして現在１０

人乗り程度のワゴン車を予定しておりますけれども、７０万９，０００円。合計３

３９万９，０００円を計上しております。続きまして、００８市長と語るまちづく

り座談会経費といたしまして、２３万１，０００円。これは美祢、美東、秋芳各２

箇所で各５０人程度の参集を予定しておりまして、その内訳といたしまして消耗

品、紙コップ代ですけれども３，０００円。食料費といたしまして、給水器にお茶

パックを入れて自由に取っていただくという形で経費を抑えて１，０００円ほど計

上しております。それから、会議録作成にかかる委託料として２２万７，０００
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円、合計２３万１，０００円を計上しております。続きまして、地域情報課事業と

いたしまして、００９地域情報課事業といたしまして、来年度は情報化計画を作成

することといたしております。その中で報償金として１４万円。これにかかる消耗

品として５万円。合計で１９万円を情報化作成の費用として計上しております。そ

れから施設整備工事といたしまして、７０９万８，０００円。これは秋芳地区の公

共施設にかかるケーブルの引き込み工事費でございます。続きまして、ケーブルテ

レビ加入負担金補助５２９万２，０００円。これは秋芳地区、美東地区における山

口ケーブルビジョンへの加入負担金の補助金でございます。ケーブルテレビ加入負

担金１１２万円計上しておりますけれども、これは秋芳地区の公共施設にかかる加

入金の負担金として計上しております。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 続きまして、今の１４３ページの続きで

ございます、０１０バイオマス事業調査経費として普通旅費、消耗品費、有料道路

通行料合わせまして、３万１，０００円を計上しております。これはバイオマスの

先進地を視察しようという事業でございます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、杉本秋芳総合支所長。 

○秋芳総合支所長（杉本伊佐雄君） 続きまして、同じく１４２ページと１４３ペー

ジ７目支所及び出張所費でございます。説明の００１支所費３，１１６万１，００

０円。これは管理運営費でございますが、内訳としまして美東総合支所１，６３１

万３，０００円、秋芳総合支所１，４８４万８，０００円でございます。一枚めく

って頂きまして１４４ページと１４５ページの００２出張所費でございます。８１

１万４，０００円。同じく出張所費の管理運営費でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして、１４６ページ、１４７ペー

ジをお開き下さい。目１０活性化対策費でございます。地域活性化対策事業といた

しまして、３４９万８，０００円を計上しております。その中で主なものといたし

まして、自治宝くじ助成金これは美東町のふるさとづくり推進協議会へ対する助成

でございまして２５０万円、この財源といたしまして宝くじの助成金２５０万円を

充てることとしております。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 同じく１４７ページでございます。活性

化対策費の中の００２地域ＰＲ事業でございます。地域ＰＲ事業といたしまして、
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３１２万４，０００円を計上させていただいておりますが、その内の一番下の地域

発信チャレンジ推進事業補助金として２５０万円を計上させていただいておりま

す。本事業は美祢市の発信に意欲的な団体、これが企画運営する地域発信活動を幅

広く支援することによりまして、効果的かつ独創的な地域発信を推進することを目

的とした事業でございます。事業の補助といたしましては経費の２分の１以内２５

０万円を限度とした補助を出すということにしております。その次の００３、１４

７ページですが、人口定住促進事業上から４行目にハッピーウエディング支援事業

委託料がございます。これを９０万円計上させていただいております。本事業は結

婚活動に対します委託料でございます。未婚の男性、女性にご参加いただきまして

結婚活動を通じて定住促進を促すというものでございます。続きまして、その次の

土地開発公社事業費補助金でございます。これは、土地開発公社が行う宅地造成事

業費に対する補助でございまして、４，１６３万８，０００円を計上させていただ

いております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 続きまして、１４８、１４９ページをご覧いただきた

いと思います。一番下の１３目国民体育大会費の説明欄００１山口国体準備経費に

５，０８８万２，０００円を計上しております。この内主なものは、次のページに

なります。実行委員会への補助金４，７２５万１，０００円であります。これは、

今年８月にリハーサルとして本番と同じコースで全国都道府県対抗自転車競技大会

を実施することにしておりますが、これの設備運営に要する経費であります。な

お、財源は県補助金を２，１３３万４，０００円充当することとしております。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして、１５０、１５１ページでご

ざいます。目の公共交通対策費でございます。その中の００１生活バス路線維持事

業費といたしまして、１億６９１万５，０００円を計上しております。この中で主

なものといたしまして、生活バス路線維持事業補助金といたしまして１億５５１万

９，０００円。これは生活バス路線維持にかかる６事業者への補助金でありまし

て、財源といたしまして県から１，７０２万７，０００円を補てんしております。

続きまして、００２地域公共交通活性化・再生総合事業でございます。６５７万

６，０００円を計上しておりますけれども、その中で主なものといたしまして、運

転業務委託料３４１万２，０００円これは、現在美祢地区を実証運行しております

ミニバスの運転委託料で４月以降も美祢地区で走るということで３４１万２，００
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０円の運転委託料を計上しております。また、地域公共交通協議会負担金といたし

まして３１２万円これは、美東町北部地域でのミニバスの実証運行を予定しており

ますので、それにかかる協議会への負担金でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 続きまして、同じく１５１ページ、目の

１５ふるさと創造未来交付金事業でございます。説明欄に００１ふるさと創造未来

交付金事業でございまして、３，０００万円を計上させていただいております。本

事業は市長の発言にもございましたが、本要項を定めまして旧美祢市、旧美東町、

旧秋芳町地域に１，０００万円ずつ交付するものでございます。本日机上に配付さ

せていただきました全部で３枚コピーを付けておりますが、これが交付要項として

定めさせていただいております。この中をはしょって説明をさせていただきたいと

思いますが、まず第一に主旨といたしまして、第１条を掲げさせていただいており

ます。美祢市創造のため地域における様々なニーズや生活課題に対応し、地域の活

性化を図り、以て地域の均衡ある発展に資することを目的とした交付金事業でござ

います。第２条に交付対象団体を掲げさせていただいております。交付対象団体は

それぞれの地域の地域審議会へ交付するものとしております。交付対象事業が第３

条にありまして、先程の目的の中にも言葉として現れておりましたが、地域の活性

化、地域の均衡ある発展に資する事業とするということでございます。その他細か

いことは以下に記入してございますが、最後の１枚に美祢市ふるさと創造未来交付

金フロー図というもので、分かりやすく説明をしたつもりでございます。これに手

順に沿いまして、一つずつ説明いたしますと、それぞれの地域審議会①番でござい

ますが、地域審議会の１５名の審議会委員さんがいらっしゃいますその方が各種団

体と実施する事業を協議していただく、これは地域活性化、地域の均衡ある発展に

資する事業をいかにそこでアイデアを創出するかにかかってくると思われます。そ

れで、ある程度事業が固まりましたら、それぞれの地域審議会が交付申請を市に対

して行っていただくと、その交付申請に対して、審査いたして交付決定をするとい

うことになります。交付決定をすれば、先程の要項の中にも記入してございます

が、１２条のところにもありますが、概算払いというようなことで、事前に交付金

を出すような仕組みも作っております。その事業実績、今度は実際に事業を行うわ

けですが、その事業実績を５番として報告していただく、当然地域審議会から市の

方に報告していただいて、最終的にその事業実績に見合うだけの額を確定して最終

的な精算報告を行うというフローでございます。以上でございます。 
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○委員長（徳並伍朗君） １時間近く経ちましたので、１０分間ほど暫時休憩をした

いと思います。 

午前１０時３０分休憩 

 

    午前１０時４３分再開 

○委員長（徳並伍朗君） 休憩前に続き委員会を続行いたします。篠田税務課長。 

○総務部税務課長（篠田惠司君） １ページをおめくり下さい。続きまして、２項徴

税費・賦課徴収費００１賦課経費の内１３節委託料、電算システム導入委託料４９

５万６，０００円を計上しております。これにつきましては、平成２１年度より開

始となりました公的年金からの住民税特別徴収に対応するため、エルタックスシス

テムの初期導入を行っておりますが、地方税における電子化が急速に進んでおり、

平成２３年１月より税務署において申告された所得税確定申告書にかかる各種デー

タをエルタックスを通じて市町村に電子的に配信する国税連携がスタートすること

となっております。これに伴い国税関係のデータを本市税務機関システムに取り込

むためのシステム導入を行うものでございます。本システムはｅ―タックスによる

電子申告のデータをもとより、手書きで作成され税務署に提出された申告書につい

ても、申告内容をスキャナーで読み取り、電子的データとして送信されてくるもの

であります。これにより現在３部複写となっております手書き申告書の内、住民税

申告は廃止されることとなっております。国税関係のデータ授受の他、現在紙によ

り申告されている法人市民税申告や、償却資産などを中心とした固定資産税申告に

おいても、紙媒体に代わり電子的データでの申告を可能とするものであります。以

上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 田辺選挙管理委員会事務局長。 

○総務部次長（田辺 剛君） １５６、１５７ページをご覧いただきたいと思いま

す。４項選挙費でございます。１目選挙管理委員会費の説明欄をご覧いただきたい

と思います。００２選挙管理経費の一番下になりますが、憲法改正に係る選挙人名

簿調整システム構築委託料として１３０万９，０００円を計上しております。これ

は憲法改正が国会議員総員の３分の２の賛成により、決議された場合国民投票が実

施されることになり、それに必要な選挙人名簿を調整するシステムを構築する経費

であります。２１、２２年度の２箇年事業であり、２１年度は２４３万を支出して

おります。なお、財源は全額国庫支出金を充てております。続きまして、１５８、

１５９ページをご覧いただきたいと思います。２目参議院議員選挙費に２，８１０
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万円を計上しております。参議院議員の任期満了が７月２５日となっており、任期

満了の３０日前までに通常選挙が実施されることになっております。財源は全額県

支出金を充てております。続いて、３目県議会議員選挙費に１，０１３万３，００

０円を計上しております。県議会議員の任期満了については、平成２３年４月２９

日となっており、任期満了の３０日前までに、一般選挙が実施されることになって

おりますことから、平成２３年４月の早い時期に選挙が実施されることが、予想さ

れます。従いまして前年度になりますが、２２年度におきましても、ポスター掲示

場設置に係る経費他、事前に準備が必要な経費を計上するものであります。財源は

全額県支出金を充てております。なお、次の１６０、１６１ページの右の説明欄に

ポスター掲示場設置委託料３２３万２，０００円を計上しております。このポスタ

ー掲示については、掲示場の設置につきましては、平成２２年度で作成、設置の経

費それから２３年度で撤去の経費を計上することになり、年度をまたぐ業務となり

ますことから、予算書の１１ページをご覧いただきたいと思うんですが、１１ペー

ジの債務負担行為の一番上になりますが、２３年度で支出予定の２５万５，０００

円については、債務負担行為を設定しております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 続きまして、１６０、１６１ページでご

ざいますが、款総務費・項統計調査費、その中の２指定統計調査費でございます。

この中で１６１ページの００５国勢調査費の経費といたしまして、１，８２０万

３，０００円計上しております。これは５年に一度実施される国勢調査が来年実施

されますので、それに係る経費でございます。この財源といたしましては、全額県

支出金を充てることとしております。以上で款の総務費の説明を終了させていただ

きます。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは質疑を行いたいと思いま

す。質疑はございませんか。はい、山本委員。 

○委員（山本昌二君） １４７ページ、素晴らしい予算が計上されておられて本当に

嬉しく思っております。ハッピーウエディング支援事業です。説明書にも新規事業

で計上してありますが、これ非常に素晴らしい予算というように私は思っておりま

す。と申し上げますのが、２０数年前に当時の一市二町の農業委員会の年間事業で

数年間あったわけですが、結婚相談員というのが一市二町からそれぞれ出されて、

そしてその当時、活動の中で非常に成果が上がった事実を私は掴んでおります。こ

ういうことで大変嬉しく思っておりますが、この支援事業委託料ということでござ
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いますが、どういう組織の方に組織へ委託されるか、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 山本委員のご質問にお答えいたします。

実はこれ新規事業というふうに、新という字が書いてございますが、平成２１年度

当初予算には計上されておりませんでした。ちょっと間違ってたらすみません、９

月議会だったと思いますが、補正予算として５０万円ほど挙げさせていただいてお

ります。そこでハッピーウエディングということでご審議をしていただいたのでは

ないかと思いますが、その事業は実績といたしまして、社団法人美祢青年会議所で

ございます。こちらの方に事業委託をさせていただきました。美祢青年会議所、全

国組織で青年会議所のネットワークがございます。そういうネットワークを通じて

そのような同様な事業をしていらっしゃるところがあるということでさせていただ

きましたので、今年度平成２２年度も青年会議所の方にこの事業を委託していただ

ければというふうに事務方としては考えております。以上です。 

○委員（山本昌二君） ありがとうございました。ぜひこれが地域の皆さんのいわゆ

る新しい子どもさんもたくさん誕生出来るように、いい成果が上がるように願って

おる１人であります。ありがとうございました。 

○委員長（徳並伍朗君） 他に、はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） １４７ページですが、地域発信チャレンジ推進事業の審査の

基準というか、詳しい内容を教えていただきたいのと。企画費になると思います

が、高齢者の方の運転免許返納の時の事業がありますが、この中でタクシーを利用

することがありますが、美東にあるタクシーの利用が出来ないというのを聞いたん

ですが、その点はどうなのかをお尋ねいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 三好委員のご質問にお答えいたします。 

地域発信チャレンジ推進事業、これの選定はどのように行われるのかということで

ございますが、庁内に実は３Ｃ協議会、美祢３Ｃ協議会というのを立ち上げており

ます。３Ｃというのは創出するクリエイティブ、それから流通させるサークレーシ

ョン、それと宣伝するコマーシャルという頭文字を取って３Ｃ協議会、地域の特産

品であるとか、産業の振興そのようなものを庁内で考えようという組織がございま

す。これを副市長以下、総合政策部長、総合観光部長、建設経済部長、総合政策部

次長、建設経済部次長、観光振興課長、農林課長、商工労働課長、地域情報課長、
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地域政策課長このメンバーで３Ｃ協議会というのを立ち上げております。庁内だけ

の審議ではやはり公平性にかけるということで、外部から提案された事業に対して

の審議を行うということで地域審議会から１名ずつ来ていただいて、その地域審議

会の３名も加わっていただいて、その事業の適否を決めようということにしており

ます。地域発信チャレンジ推進事業の補助金の説明については以上です。  

○委員長（徳並伍朗君） 田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 三好委員の２点目の質問がちょっとどれを指されてい

るかというのがよく分からなかったんですが。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 高齢者の方が運転免許を返納された時に、バスとかいろいろ

な優遇措置がありますが、タクシーも全額なのかちょっと覚えてないんですけど、

優遇措置があります。それで、美東地域のタクシーは利用が出来ないのではないか

と思いますが、そういう声を聞きました。指定業者になっていないというか、そう

いうのがあるようなことを聞いたんですが、どうなのでしょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 只今のご質問については、ちょっとここではすぐにご

回答出来ませんので、また詳しく調べて後ほどご回答いたしたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） １４８、１４９をお願いします。昨日テレビでやっとったん

ですが、国民体育大会のボランティアの人が非常に足らんと、県で６，５００人ぐ

らいの内２，５００人しか集まらないと、大変困っていることをＮＨＫのテレビで

やっておりました。美祢も自転車や軟式野球等がありますが、その辺のボランティ

アの見通しはどうなんでしょうかね。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） ただいまの岩本委員の国体のボランティアのご質問な

んですけど、美祢市でも国体を開催するにあたって、ボランティアの方のご協力が

大変重要なものになっておりまして、特に自転車競技ではコースのポイント、ポイ

ントに立哨員という係の方に立っていただく必要があります。今、沿線の各行政区

を係の者が回りまして、競技の概要を説明した上で立哨員になっていただくという

お願いをしておりまして、今自転車競技の立哨員については、順調に確保しつつあ

ります。まだ、若干人数が足りてない所もありますけど、それはおそらく確保出来

る見通しになってます。それ以外にも競技の運営についていろんなボランティアの
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方のご協力が必要になりますけど、それらについても確保出来る見通しでありま

す。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、布施委員。 

○委員（布施文子君） 予算書の１５１ページのふるさと創造未来交付金事業につい

てお伺いをいたします。要項を添えてご説明がございましたが、これが重点事業に

取り上げられて各地区に審議会に向けて１，０００万円ずつの交付金を出すという

ことなんですが、この重点事業に取り上げられました根拠と、それから単年度事業

のものなのか、これから何かこういうものを出さなければならないとお考えになっ

たことがあれば、すでに何かあるものなのか。それともこういうお金を出して何か

をしてもらおうということなのか。そのあたりをちょっとご説明いただきたいと思

います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 布施委員のご質問にお答えいたします。

重点項目に持ってきた根拠と申しますが、これは市長の方が発案してここの主旨に

も書いてございます通りまだまだ地域の一体感の醸成も掲げて進んでおりますが、

まだまだ域に達してないところもあるという懸念もございます。そういう意味で地

域における様々なニーズや生活課題に対応した地域の活性化、今の地域の一体感の

醸成っていうのが含まれておるというふうに認識しております。それから、今後は

地域自治という言葉がございますが、地域それぞれでいろんな諸課題をクリアして

解決していくというような方向が一般的な今、世論の中でございます。我々も地域

の声というのはものすごく大事にしているつもりでございます。ですから、地域か

らいろんな声を聞きながらいろんな計画を立てる上で、やはりこういう施策も必要

であろうという考え方のもとでございます。それから、最後にもう一点ご質問され

ましたが、何かもうすでにあろうかというような話ですが、全くございません。で

すから、地域それぞれの自由な発想を私どもは大変期待をしております。以上で

す。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、布施委員。 

○委員（布施文子君） 私が考えますのは、単なるバラまきになってこれを使わなき

ゃならないから何かしようというような発想では活性化につながらないし、それか

ら長期の計画にならないと思いますので、そういうことにならないような審査ある

いは検討をきちんとしていただきまして、交付をしていただきたいなと思います。

それともう一つは交付にあたりまして１，０００万という金額はもう一つそういう
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ような計画が出たという時に１，０００万を分けるというようなことはないんです

ね。全部この審議会に美祢市の審議会に美東、秋芳それぞれの審議会に１，０００

万円ずつという考え方なんですか。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） お答えいたします。それぞれの審議会に

対して１，０００万円でございます。ただし、それぞれの審議会、審議会の委員様

は１５名でございます。その１５名だけで、その１，０００万の使い道というのは

決めるというのはものすごく過酷な困難な作業であろうと思われます。ということ

で最後のフロー図のところにもございましたが、各種団体というのが私どもが想定

しておりますのが、公民館でございますとか、やはり地域、地域のいろいろな諸課

題があるんじゃないかというふうに思います。そういうことすべてをやはり地域審

議会の方で、吸い上げていただいてその地域に何が一体必要なのかとか、そういう

ことをしっかり聞いていただいた上の事業を立てていただけたらというふうに思い

ます。それと１，０００万円で一事業というふうなことも想定しておりません。こ

こにはこの事業、ここにはあの事業というような形のそれぞれの場所での積み上げ

での１，０００万円というのも、全く問題ないと思います。それと、もう一点です

が、布施委員のおっしゃった私ども事務方といたしましては、その辺の地域が活力

がみなぎる方向へのサポートというのは力の限りやらしていただく覚悟でございま

す。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、有道委員。 

○委員（有道典広君） ちょっと５、６個ありますんで、３問ずつ、総務費の退職金

が３億なんぼありますけど、何人分かまず教えていただきたいのと、あと、車の借

上料というんですか、これがたくさんありますけど、美祢市にそんなに車がなかっ

たんかどうか、この借上料の意味がよう分からんのですが、例えば秘書関連経費で

車を借上料が１２万とか、いろいろ車の借上料が出てありますけど、これが何の意

味かちょっと教えていただきたいと、それと後ホームページの関連経費が５５２万

５，０００円あります。これシステム更新委託料が１５４万６，０００円と電算機

器など３９１万１，０００円と、私が持っているコンピューターでもホームページ

が出来るような時代ですけど、こんなにいるのでしょうか。ちょっと取り急ぎ３問

ほど。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 始めのご質問の退職者の数ということでしたけど、１
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４人これが退職勧奨とか自己都合で退職する者の数です。（発言する者あり）新年

度ですから、定年退職する職員が１４名ということです。それと、２点目が車の借

上料ということですが、これはタクシー代です。はい。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） ホームページ関連経費といたしまして、

システム更新委託料、電算機器の更新ということでそれぞれあげておりますけれど

も、ソフト電算機器につきましては、ウェブ閲覧システム一式、それからソフトも

結構高いので見積を取った結果この金額となったものでございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、有道委員。 

○委員（有道典広君） 回答ありがとうございます。ホームページの件については、

いささか疑問はありますが、それだけのソフトを使わなくても出来ると思いますけ

どね、私もちなみに私のコンピューター１０万円もせん上にソフトも１万円ぐらい

で、私もホームページを作ったりしてるんですけど、ちょっとお金が不必要じゃな

いかと思います。続いて、質問に入りますけど、先程山本委員が言われました質問

を先にされましたんで、ハッピーウエディングで前回５０万円ほど使われたと、そ

の内誰か結婚したとか、そういうデータやらあって今年度が９０万円になってるん

ですか、どうか、去年は５０万円と言われましたから、その辺を結果が現実に生ま

れているのかどうかをお尋ねします。それと、支所の経費の中で車の運転費ですか

ね、業務の運転委託料ですか、あれが五百何万もありますが、何でそんなにいるん

ですか。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 有道委員のご質問ですが、ハッピーウエ

ディング事業の経費でございます。平成２１年度は５０万円で１回の開催をいたし

まして、平成２２年度は９０万円で２回の開催というふうに計画しております。１

回が４５万円ということでございますが、平成２１年度１１月に開催しております

が、家族旅行村で開催させていただいております。経費の多くはやはり広告宣伝費

でございます。広告宣伝費がやはり、具体的な資料が今手元にないものですから、

約２０万円ぐらいかかっております。あちこちにマスコミに県内広告しまして、人

を集めました。後は昼のバーベキューをする時の食料費でありますとか、そういう

のもございます。当然参加者には参加者負担ということで１，５００円参加料をい

ただいております。その収支の内訳でそうなったわけですが、もう少し倹約しても

出来るんじゃないかということで、１０％ほど落とした形で予算計上しました。た
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だこれが影響がどのように出るかっていうのはまだやってみないと分からないんで

すが、ほぼそんなに影響は出ないんじゃないかなあというふうに考えた上での１

０％削減でございます。１１月に行った結果はどういうものだったかということが

もう一点ございましたが、男性３３名、女性３３名のご参加がありました。ご応募

いただいた方は男女共に４０名を超えておりました。それぐらいの有難いご応募で

ございました。その内６６名で丸１日日中そこで出会いの場を設けまして、１０組

のカップルが成立したという実績がございます。その後の経過というのはこれは実

は追跡しておりません。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 坂本美東総合支所長。 

○美東総合支所長（坂本文男君） 支所費の中の運転業務委託料５７８万５，０００

円の質問の件でございます。この内訳を申し上げますと、金額の内訳を申し上げま

すと美東総合支所が４００万円、それから残りの１７８万５，０００円が秋芳総合

支所ということになっておりまして、実はこれマイクロバスでございます。秋芳総

合支所のほうにはマイクロバスが１台ほど配置されておりますので、これはシルバ

ー人材センターのほうへいわゆる運転業務の委託をしておるところでございます。

それから美東総合支所の４００万円につきましては、マイクロバスがございません

ので、運転業務を含めました全般ですけれども、第一交通のほうへ委託をしてると

いうことで、その辺で金額の差が出ておるわけでございます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） ほかに。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） それではですね１５０、１５１のですね公共交通対策費とい

うことで、本年度２２年度予算として１億１，３００万程度付いております。これ

で、県の支出金も１，７００万、市の手出しが一般財源から９，６００万円付いて

いるわけでございますけれども、その中で生活バス路線維持事業補助金ということ

で、これが１億５００万程度付いております。今、現在こういった従来のバス路線

については補助金でしっかりと運行していただいて、高齢者の方もしっかりと動き

が出来るということで、こういった生活バス路線っていうのは非常に役に立ってお

ります。しかし、一方では山間地で路線バスまで出るまで大変ということ、市内に

行くのも大変ということで今、現在美祢市の事業としてデマンド式のミニバス運

行、アウトソーシングで入札して取っておられて、そういった今運行されて非常に

結構人気があるというか、需要が結構あります。これは、伊佐地区の近辺で１箇所

やっておると思います。それで、今後これについては、美東、秋芳また同じ美祢市

でも厚保か豊田前かそういう形でも計画が今後されて進んでいくんではないかと思
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っておりますけれども、現在実際伊佐地区で従来のバス路線のこういったデマンド

によって、非常に従来のバス路線で乗る方が結構減ってきた、バス路線の便数を２

便３便１日減らしてきている。そういった中にあって非常にこういったバス路線の

補助金に関して、今後便数が減っていくと、それに対して人数が減るからその負担

金はその減った分だけ減らすんか、それとも逆に大変な経営状況の悪化になるから

増やしていくんか、ちょっとそこのところを今後どういう形で補助金というのがな

っていくんか、今後デマンドバスがかなり今後実施運行で拡大していけば、その補

助金というのが今現在よりの補助金、生活路線維持事業補助金が１億５００万付い

ておりますけれども、この辺の動きといいますか、今後各地域でミニバスがどんど

ん運行されて、従来のバスに乗る方が少なくなって経営がうまくちょっと大変な状

況になった時に、この補助金というのは、どういった形で推移するのかっていうこ

とをお伺いしたいなと思っています。よろしくお願いします。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 岡山委員の只今のご質問にお答えいたし

ます。バス路線とミニバスの運行には密接な関係がございまして、バス路線にあま

り近づいて人をひらうようになれば、バスの影響を圧迫するということで、バス会

社からの理解が得られなく、またバス会社の理解を得た上で交通協議会に諮るとい

うことになりますので、まずあまり近づいて経営を圧迫するようであれば、まずバ

ス会社の理解が得られないということで、その辺のバス会社との協議を設けて圧迫

しないような形で、実行するようになります。またそれで圧迫、強引にミニバス路

線を拡大して、バス路線に近づきすぎてバス会社の方が経営を圧迫するようになれ

ば、バス会社から撤退という話も出てまいりますので、その辺は慎重に相互で協議

をしていかなければというふうに思っております。バス会社を圧迫しない程度圧迫

しないということになれば、それ以上補助金も増えない。また、撤退するというこ

とであれば、それの補てんも必要になろうかと思いますが、その辺の協議が大変重

要な事項になってまいるかと思っております。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） いまいちよく分からないところがあるんですけれども、今現

在なかなか並行していくといいますか、リンクしていくといいますか、実際結構そ

ういった同じところを走らざるを得ないといいますか、そういうのは現実もあるわ

けですよね、それでそれによって従来のバス路線の運転手が今まで便数がかなり減

ったということで、そういった中で運転手の賃金も実際現実に下がってきていると
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いう事実もあるわけですよね、そういう面でどうかなあっていうことをなかなか難

しいところがあるなっていうことを一抹の不安といいますか、その辺感じておりま

す。そういう面でその辺については、そういったところも踏まえながら、こういっ

た従来のバス路線のところと、今後ミニバス運行しっかりとその辺協議をして、そ

れによって従来のバスの運転手の賃金が大きく下がるということじゃなくて、そう

いったところもちゃんと維持しながら、補助金のあてがい賃をしっかりと決めてい

かなくちゃならないとは思っております。そういうことでこれは非常に難しいとこ

ありまして、どうこうすぐ答えを出すって言っても酷な問題でありますけれども、

どうかそういったところの視点もあるということを考慮しながら、今後この件につ

いては私はしっかりとどういうふうな経緯になっていくかということは注意深く見

さして今度ともいただきますので、どうかそういった面で皆さんの議員の目が行き

届いているということで、しっかりと対処していただきたいということをお願いし

て終わります。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、布施委員。 

○委員（布施文子君） 今の件に追加の質問なんですけれど、山口市は市内を走る全

路線の時刻表が１枚の紙に表示をされておりまして、大変利用者には便利なんです

が、美祢市ではそういうような取り組みというか、そういう便宜を図る時刻表の一

覧表を作られるようなお考えはないかということが一点。もう一点追加ですが、病

院間のシャトルバス運行事業についてお伺いですが、これは３往復ということです

が、バス代あるいはどのぐらいの利用者を見込んでおられるのか。それから予約制

で走られるのか。その辺をもう少し詳しく説明をしていただきたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 布施委員のご質問にお答えいたします。

まず、一点目の時刻表でございますけれども、来年度予算におきまして地域公共交

通負担金の中で、国の補助も含めまして統一的な時刻表を作ることにしておるとこ

ろでございます。続きまして、シャトルバスの件でございますけれども、一応今現

在１日３往復を予定をしておりますけれども、これにつきましては病院の事業局事

務局と協議いたしながら、実施時期またそういった利用方法については協議しなが

ら行っていこうというふうに思っておりまして、利用者の見込みといいますのは、

病院間の相互例えば美東病院から医師が市立病院のほうに行って下さいと、一つの

病院ということで美東と美祢の間を一つの廊下と見ておりますので、利用者がいく

らになるかというのは今のところ実際やってみないとちょっと分からないといいま



－27－ 

すか、医者があちらへ行って下さいと、そういった一つの病院の廊下のような感じ

ですので、具体的な数字は今は出してはおりません。また、予約制かとおっしゃっ

たご質問でございますけれども、一応発車時刻を決めておりますのでそれにかかる

その時刻までにお医者様があちらへ行って下さいというような形でバスのほうに誘

導していただくという形を想定しております。以上でございます。 

○委員（布施文子君） 料金は。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） シャトルバスは無料でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） ２点ほどお尋ねしたいと思います。１４５ページの通信運搬

費３４８万、この中身と。それからもう一つは１３５ページ国際交流推進事業の中

で課長の説明では鉱業の先進地ということでございました。具体的に教えていただ

きたいんですね、旧美祢市ではあまり意味がないということで、ちょっと途中で中

断したやに記憶しております。また復活したその事業でございますが、それをお聞

きしたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） 坂本美東総合支所長。 

○美東総合支所長（坂本文男君） 通信運搬費のご回答を申し上げます。この中の内

訳は電話料、郵便料でございます。美東総合支所は１８６万、秋芳総合支所は１６

２万という数字でございます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 竹岡委員のもう一点のご質問でございま

す。国際交流の棗莊市過去の経緯で竹岡委員のおっしゃったような事例もございま

した。ところが、新市合併いたしまして合併時に実は棗荘市の方から新市合併した

というご挨拶をこっちからいたしましたところ、ぜひ合併の方に花を添えたいとい

うことで、平成２１年４月４日合併式典の日に実は棗莊市のほうからいらっしゃっ

てます。副市長以下何名か、１０名まではいらっしゃいませんでしたけど。陳愛莉

副市長という女性の副市長以下の方が表敬訪問で花を添えていただきました。その

時に新市合併しても今後も交流をしていただきたいというようなご意向がございま

して、その時に秋芳ロイヤルホテルのほうで改めて新美祢市との友好都市の調印式

をさせていただいております。そこから更にまた先程申しましたような鉱業という

のもすでに、いうような話もありましたが、これからは観光であるとかそういうも

のもいろいろお互いございます。更には山口県と棗莊市がございます山東省という

のが友好都市の協定を組んでございます。そういう関係で細部にわたってもそうい



－28－ 

う友好都市というので深めてまいりたいというので、実は今度５月に棗莊市でざく

ろ祭りという大々的な祭りが予定されております。それにぜひ来ていただけないか

というような打診もいただいております。そういう関係でやはりこれから国際的な

交流も必要であろうということで予算を計上させていただいております。以上で

す。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 今の説明ならある程度答礼ということだろうと思うんです

ね。鉱業の先進地と言われたからちょっと違和感があったんですけどね、そうしま

すと通信運搬費が相当大きなからいかがかなあと思ったんですが、秋芳町の地域情

報施設いわゆる有線電話の指定管理料はどこに掲載されているんですかね。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） この度は指定管理料は自前の使用料金で

まかなえるという判断で委託料としては計上しておりません。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、竹岡委員。 

○委員（竹岡昌治君） 了解しました。いわゆる２６０万ぐらいの使用料を払って、

これが指定管理者ということになってますね、そうしますと今年は予算を計上して

ないということは、２２年４月１日をもって指定管理者、指定管理から外れるわけ

ですか。それともゼロ契約にするということですか。私はいわゆる有線テレビが普

及しますと、この分野がかなり衰退してくるんじゃないかという気を持ってるわけ

ですね。電柱とかいろんなものは農協さんの所有物を借りているという契約もある

わけですね。そうしますとこれは後始末をする時に農協さんの独自ではいくら資産

といっても出来ないだろうと思うんですが、その辺の長期の展望はどうお考えなん

でしょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、兼重総合政策部長。 

○総合政策部長（兼重 勇君） お答えいたします。実は委員おっしゃったように秋

芳地域にＣＡＴＶが普及しますと当然管理者の減少等予測をされます。しかしなが

ら今現在ご承知のようにＣＡＴＶの事業も若干遅れ気味でございます。今、有線電

話の方では、インターネットとそれから電話、それから何といっても大事なのが告

知放送を実施をしております。非常に災害あるいは緊急時の放送に役立っているわ

けでございます。それで、それらをいかに移行していくか。もしおっしゃるように

有線電話の運営は厳しくなりつつありますが、それをうまく移行していくかという

のが今後の課題であります。それと、おっしゃいましたようにそれを閉鎖するとい
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うことになれば、それの財産処分についても重要な問題でありますので今年度にか

けて検討してまいりたいというふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 他にありませんか。はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 何点かありますので、なるべく簡略に申し上げますが、よろ

しくお願いします。１１ページをお願いします。債務負担行為について先程のポス

ター等の説明があったんですが、ここに美祢市土地開発公社が行う下記事業に係る

借入金に対する債務保証というような感じで美祢の住宅団地の造成事業、長田、

旦、湯の口等が書いてあります。それで、美祢市の場合には土地開発公社の理事に

議会からは参画はしておらないと思いますし、これの現状について副市長が確か理

事長であろうかと思うんですが、お知らせが願えないもんじゃろうか、報告が出来

ないもんだろうかというふうに思っております。それと、最近の動きっていいます

か、土地開発公社とか第三セクターを精算をしていくような県あたりも方向で動い

ているようにも新聞等で見ます。長期の土地が例えば土地開発公社等が保有してい

る土地が最初購入した簿価と言いますか、それからすると、上がる見込みはない、

下がる一方ということなんですが、借入金等が嵩んで返済等で苦労する場合が多い

からだろうというふうに思うんですが、こういうふうな状況について何か検討され

ているのかどうか、２点お伺いします。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、林副市長。 

○副市長（林 繁美君） 安冨委員のご質問ですが、土地開発公社に係る分譲状況の

現状はというご質問でございます。２月２８日現在でございますが、来福台の分譲

状況です。一般住宅が分譲に寄与している区画が７４８の内５４１が契約です。そ

れと、集合住宅これは９６分譲してますが、これは９６すべて埋まっております。

合計ですが８４４分譲に供しておりまして、契約が６３７区画となっております。

ちなみに２１年度現在までの来福台の契約は４件契約が成立しております。それ

と、長田住宅団地ですが、これが１５区画の９区画、残が６区画、これが２１年度

におきましては現在までは４区画売られております。旦住宅団地が３４区画分譲に

寄与してまして２９区画が契約をしております。２１年度の実績は０でございま

す。最後に湯の口ですが、３区画の内契約済みが２区画ということでございます。

２１年度はありません。以上が分譲の状況です。それともう一点の公社の今後の運

営ということですが、これも先だって山口県のほうからもお話がありました。２１

年度に市・町の行財政状況の実態調査をされた結果ということで、土地開発公社に

ついてと今、言われました第三セクター等の今後の見通しとして、要するに塩漬け
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が多いし土地が多いと、それをどうか解消する方法で検討してもらえないかという

ことで、美祢市におきましても、土地開発公社の問題、早期に存続の検討を早期に

着手してほしいという申し出はありました。当然今、県のほうもそういった方向で

進んでおりますし、県内のそういった土地開発公社を持っておられる所も何だかの

検討を始めておられます。先だって美祢市土地開発公社の販売促進会議を開かせて

いただきました。その中で一応提案、問題ということでこの問題は提起しておりま

す。ただし今、各来福台におきましても、分譲計画というものを立てております。

その辺をよく含味しながら、これからの土地開発公社のもっていきかた、あり方を

検討していく必要があるということでの方向性は認識はいたしております。以上で

す。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 現実の問題として精算をするということになると多額な費用

がかかるということがあろうかというふうに思うんですが、土地開発公社等を設け

て公共用地を先行取得していくというふうな時代は終わったんじゃないかというよ

うな論法なんですが、言われてみれば確かにそういうふうな時代かなというのはあ

ると思いますので、引き続き充分の検討をしていただけたらというふうに思ってお

ります。次に、１３３ページをお願いします。ここに、説明欄の００７で職員研修

の１６５万５，０００円出てまいります。職員の接遇の改善といいますか、そうい

うことも含めて新入職員とかが重点的になるのかもしれませんが、されるというこ

とですが、ここで県のセミナーパークの研修とか市町村アカデミーとかいろいろ出

てくるんで、どの辺が主体になるのか分かりませんが、一般企業と言いますか民間

企業等に派遣をして出向させて研修をするということは考えられたことはないんで

しょうか。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 只今、安冨委員のご質問で、民間企業への研修はどう

かというお話なんですが、確かに内部で検討はしておるんですが、まだちょっと具

体的に予算化するまでには至ってないということで、今後はこういう公的な研修期

間だけではなく、民間企業へも研修に出すということは必要なことだということは

充分認識しておりますので、また今後取り組んでいきたいというふうに考えており

ます。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 特に私思うんですが、市民に対する接遇というのも民間の業
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種にもよるんでしょうけれども、こういうのは必要だろうし、特に観光業務あたり

で、例えば今着地型の観光というようなことを目指そうじゃないかということをま

た報告をしますが、特別委員会のほうで報告しますが、そうなってくると職員とし

てここに特化するとちょっと厳しいのかなというのもあるんですが、旅行代理業務

とかそういったふうな範囲も美祢市の職員の中で誰かが担っていかなきゃならない

ような部分も出てくるんじゃないかなあと思って考えております。そういうことを

考えますと、今申し上げたような民間企業での研修というようなこともぜひ取り上

げてみていただけたらなあというふうに思っております。次が、これ単純なんです

か、１３５ページに説明欄で防災対策関連経費なんですが、県の消防ヘリコプター

運航協議会負担金が１３９万あります。これ県全体ではどれぐらいで運用されてい

るのかということと、活動状況等がちゃんと市町村に報告がされているのかどうか

２点お聞きをします。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 只今のご質問に関しては、ちょっと資料を探しますの

で時間をいただきたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） １３７ページ、先程有道委員の質問にもあったんですが、電

算管理経費で電算システムの保守委託料で４，８００万。それからその下に１１市

町共同システム協議会負担金２６万と出てまいります。どのようなシステム協議会

というのが、市の仕事をされてるのか、協議をされてるのかっていうのをお聞きし

たいんです。申し上げたいことは、電算の報酬と言いますかあるいは、ソフトの更

新がいろんな形で今なくてはならないんですけれども、逆に多額の費用がいろんな

形で款、項に出てまいります。そういうものが、市町村を超えて協議をされて削減

が出来るようなそういうふうな話し合いが持たれないもんだろうかっていうふうな

ことを常々考えてるわけです。そういうことじゃないだろうなあと思って、お聞き

はしてるんですが、そういうふうな動きがもしこれが違うんであれば、そういうふ

うな動きがあるのかないのか考えられないのか、要するにメーカーにとってはおも

しろくない話だろうと思いますが、市町村が経費節減をするためには共同ソフトの

開発とかなんとかという部分で入れてるメーカーの機械にもよるとは思うんです

が、そういうことを考えております。お答えが出来たらお願いします。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 安冨委員の只今のご質問でございますけ
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れども、まず、１１市町共同システム協議会負担金でございますが、これにつきま

しては、山口県市町共同電子申請通信協議会負担金ということでホームページでの

電子申請に係る協議会でございます。また、機器保守委託料でございますけれど

も、共同で市の方でそういった共同で出来ないかという内容だと思いますけれど

も、それも今後検討の必要があろうかと思っておりますが、今現在ではそこまでま

だ至っておりません。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田辺総務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） 先程のご質問の防災ヘリコプターの運航経費なんです

が、全体で約５，４００万の経費の内、美祢市が負担しているのが１３９万という

ことになってます。それから、運航状況については県の防災主管担当課長会議等が

年２回か３回ありますので、その会議でも報告がなされております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 必要なものとは思うんですが、さっきのヘリコプターの話な

んですが。大変重要なお世話になることもあろうかというふうに思うんですが。た

まには広く活動状況等を報告されるべきじゃないかなあというふうなことも思って

おります。次に、その下の１３７ページの下の方にあります文書広報費のホームペ

ージに関する件なんですが、先程この件については有道委員からも質疑はございま

したので、お聞きしたいのはこれの５５２万、ホームページ関連経費としては５５

２万あるわけなんですが、美祢市のホームページを開いてみますと、美祢市それか

ら最初に総合観光部、もう一つなんか出てきます。要は、これで全部例えば観光部

門とかも含めて、全部対応されてるのかどうか、それと内容の更新、先程有道委員

も言われてましたが、自分でやってるよって言われましたが、その内容の更新とか

について、職員で全部対応されてるのかどうかというのを２点お伺いします。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 詳しい内容につきましては、今、手元に

試料がございませんので、後ほど調べてお知らせしたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） １３９ページをお願いします。財産管理費として、借地料が

３６７万組んであります。非常に厳しい状況の中で、特に私が思うのは他のところ

にあれがあるんですが、重点をおいてるつもりなんですが、この現状を地価が下が

っていくような状況の中で、この借地料とかの交渉とかがきちんと出来ているかど

うかっていうことなんです。特に私が言うのもちょっと厳しいかなと思うんです
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が、例えば秋芳洞周りに借地の上に建った施設がようけあるんです。駐車場とかも

含めて。そういうふうな場合に厳しく言えば収入がお客さんが少なくなれば、当然

収入は下がるわけですから、当然今の先に申し上げたようなことを考えていかんに

ゃあいけんっていうのもあろうかっていうふうに思ってるんです。叱られるかもし

れませんが。ただそういうことも一つ視野に入れて全体を見ていかんにゃあいけん

のじゃないかなあというふうに思っております。お聞きしたいことは、そういうこ

とが考えられておるかっていうことですね、それからこれが美祢市の全部の借地料

とは思いませんが、どの辺までをカバーした数字なのかという２点。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、倉重財政課長。 

○総務部財政課長（倉重郁二君） 安冨委員さんにお答えいたします。借地料につき

ましては、基本的には現在におきましては、標準課税額の何％という形でお支払い

をしております。従いまして、課税額が変われば変わるということになりますけ

ど。昔の分につきましては、おっしゃる通り米代とかそういうもので試算している

ところもありますので、今後におきましてはこの課税額のほうへ統一する方向で

今、なるべくその方向でいくようにしております。それと、この財産管理費に載っ

ております借地料につきましては、この市役所周辺の用地の借地料でございます。

以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） いろんな形で昔からの継続的に契約をされてるというか、更

新はされておらんと言ったが、あろうかと思うんですが、全市的にはそういう視点

で出来んところもあるかもしれませんけれども、今後考えていく必要があろうかと

思っておりますので、よろしくお願いします。それから、次に、１４１ページをお

願いします。ここに企画費の説明欄の１番、行政改革推進委員会業務委託費３７万

が出てまいります。これは基本的には説明の中でもありましたように、これに新年

度の概要版の中でも目玉になってます。これは、行革の大綱からくるものだろうと

いうふうに思うんですが、要はですね、誰がするのかということなんですよね。そ

れと例えば、行政評価ということですから政策的なものと、事務事業とがあって、

やはり一緒には出来ないんじゃろうと思うんですよ、政策評価ってことになれば議

会も市長なり執行部の政策について第一にやらんにゃあいけんのかなあっていうふ

うな気はあるんですが、そういうふうなきちんと分けてどういうふうな形で取り組

まれようとしておるのかということです。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 
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○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 行政評価に関する安冨委員からのご質問

でございますが、まず第１点目はこの業務委託をどのような形で誰がやるのかとい

うことでございますが、これは行政評価とか各種計画を作成の援助をするコンサル

タントでございます。具体的な社名はここでは申し上げられませんが、そのコンサ

ルタントに委託しようというふうに考えております。その意味での委託料でござい

ます。それと、今の安冨委員のおっしゃる通りでございまして、政策その下に施策

その下に事務事業というふうにございますが、どのような評価方法を考えているか

ということであっただろうと思います。説明の中で申し上げました通り総合計画上

施策といたしまして、総合計画の中では１３５の施策を計上しております。事務事

業につきましては、３８８の事務事業を計上しております。ルーチン業務と申しま

して提示を向上的にしている業務でございます。そういうものは他にもまだかなり

たくさんあろうかと思われますが、今申したように総合計画上ではさっき申しまし

たように１３５と３８８というような数字をピックアップしております。この事務

事業３８８ある事務事業につきましては、各所属の課長がその事務事業の評価書を

作成しようかというようなつくりをしております。その事務事業を受けまして、各

所属の部長が今度は施策の評価表を評価シートを作成しようというような形をとっ

ております。当然今の施策の評価シートの中には、事務事業が含まれておるわけで

ございますから、その施策の評価シートを今度は行政改革推進本部、市長を本部長

としておりますが。そこに提出して最終的な行政評価をまとめようという形にして

おります。これは申し訳ありませんが、議決事項とかそういうものではございませ

んが、議会には行政評価の内容っていうのを報告ということで挙げさせていただこ

うかということで、一応年間のスケジュールを組んではそういう形でおります。先

程一番最初に冒頭で申しましたコンサルタントの業務委託というのはその作業に対

する管理職、それから一般職に分けての説明を行います。管理職に対しては２回、

一般職に対しては３回、ですから内容は若干異なると思いますが、計５回のそうい

う業務委託での説明会を開催しようかというふうに考えております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 行革もですね議会からも参画を２名されておるへんでも話が

出るんだろうというふうに思うんですが、最終的な行革推進本部、市長をトップと

した行政改革推進本部が最終的な評価をするということなんですが、これに一般の

識者と言いますか、入ることはあるんでしょうか。どういうメンバーでおやりにな

るんでしょうか。 
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○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 申し訳ありません。一番大事なところが

 抜けておりました。行政評価につきましては、行革の推進委員会というのがござい

 ます。これは１２名の委員さん、先程安冨委員がおっしゃられた市議会からも２名

 行革推進委員として一緒に協議をさせていただいております。そこに、報告という

 ことで、一般市民の代表者という方でそういう形で報告をさせていただいていま 

 す。そこの一番大事なところが抜けておりました。申し訳ありませんでした。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 非常に申し上げにくいことを言いますが、その行政改革推進

委員会、私は議会の代表に対して申し上げるわけじゃないんで、どうも１２名のメ

ンバーで最終的な評価をされてどうなんかなあってあまり言いにくいこともあるん

ですが。的確に出来るんじゃろうかって執行部の方はそれまでに充分そのあとは内

部的な話ですから、課長のレベル、部長のレベルって施策なり事務事業なりという

のは結局身内のあれですから、それはそれで充分やっているからいやここは上の方

はあんまりそれほど大事に考えちゃあのうてもええですよっていうような話になる

んかもしれませんけど、もう少し何と言いますか、有識者と言いますか、客観的に

評価が出来るような人があのメンバーの中にちょっとあまり言いにくいところもあ

るんですが、おられんような気が私しちょったんです。その辺のことを課長に聞く

とえらがるんかもしれませんが、思っておりますが、もし答えられりゃあちょっと

答えて下さい。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、末岡企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（末岡竜夫君） 大変答えにくいんですが、お言葉を返す

ようで申し訳ございませんが、私どもといたしましては行政改革推進委員１２名の

方、事務方といたしましてはこの代表者の方々であれば自信をもって公平に公正に

判断していただけるというふうな思いを込めて選定をさせていただいております。

ですから、その場での客観的なご意見をいただくというようなスタンスでさせてい

ただきたいというふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、安冨委員。 

○委員（安冨法明君） １４３ページにＭＹＴの運営事業費が出てまいります。これ

は総務企業委員会で昨日随分やりました。残業になりそうなぐらい本気でやったん

ですが。その時の執行部の答えがすでに山口ケーブルビジョンと今からトップ会談

をやってですねはっきりさせるということでございますから、ここで回答はいいん
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ですが、一つだけ申し上げておかなければならないことは、この元々両方の一元化

っていうことで、ＭＹＴを含めてその下にありますケーブルテレビの加入者助成で

すが、要するに秋芳地区なりの山口ケーブルビジョンの敷設を合わせてですが、指

定管理者がすでに、山口ケーブルビジョンになってますから同じような次元で動き

ます。情報の一元化っていうことを元に始められた事業ですから、その根幹に情報

の一元化が図れないような事業であるならこの事業の意味っちゅうのは着手した意

味はないんです。そういうふうに思ってます。昨日市長もだいぶん市長は市長とし

て憤慨されていたようですから、対応が今から真剣にされるというふうには思うん

ですが。そのことだけ申し上げておきます。根幹に係る問題があるっていうことだ

け申し上げておきます。これで終わります。 

○委員長（徳並伍朗君） 続けてやりましょう。 

○委員（田邉諄祐君） 審議会のことが出ましたけど、審議会のメンバーというのは

これは私ある本で読んだんですけど、東京も美祢市も一緒だと思います。一つは審

議会のメンバーというのは、非常に国民から見れば非常にしっかりしたしかも国の

ことを思って審議されると思うんですけど、実は大蔵省の財務省の審議会のメンバ

ーというのは、まず私のような反対意見を言う人は絶対審議会のメンバーになれん

と。それから財務省の言いなりになる人は進んで審議会のメンバーになれると。そ

して国民は今言いましたように審議会のメンバーっていうのはよっぽど優秀な立派

な日本国を思う人がメンバーになるんだと思うんですけど、実際はそうじゃないら

しいんですよ。美祢市の審議会のメンバーを見ますと中にはそれにふさわしい立派

な方もおられます。しかし、往々にして会長あるいはそれのまとめ役の方っていう

のは、市役所の言うことをそのまま聞いて、もうそれでいいんじゃないかというこ

とでやる人が非常に多くみられます。これは国も地方もいろいろ行政の事情がある

んだと思いますけど、村田市長は非常に熱心だし、今の地方審議会のことも熱心に

やっておられます。行政改革も熱心にやっておられますし、審議会の答申を非常に

信じておられまして、これで美祢市をとにかく改革するんだということですけど、

実際は必ずしもそうなっていないと思います。行政改革についてもしかりだと思い

ます。企業の人は行政について真っ向から反対意見を言うようなことは僕はないと

思いますよ、私の経験からすれば。ですから審議会のメンバーはやはり今言った客

観的な人、積極的に意見を言う人を選ぶことは美祢市のこれからの美祢市の活性化

あるいは、行政改革、改革する上での非常に大きなポイントだと思うんですよ。で

すから審議会のメンバーを決める場合はやはり客観的な人を選ぶということが僕は
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第一条件だと思います。あまり政治色に傾くと我々も今のメンバーを見て、せっか

く市長が本気になっておられるので、ぜひ助けてこれから美祢市をよくしようと思

うんですけど、そういうふうになったら私も初めから参加するのは辞めようという

気になるんですけど、その辺は僕は言いにくいことをはっきり言いますけど、中に

は素晴らしい方もおられますよ。僕は美東町、秋芳町は立派な審議会のメンバーだ

と思います。しかし、美祢市は少しは見直してほしい、今の私の言った意見を素直

に受け取っていただきたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、髙木委員。 

○委員（髙木法生君） 国勢調査につきまして、ご認識を一つお伺いしたいと思いま

す。今年の国勢調査につきましては、自治体また調査される調査員にとりまして、

今まで以上に厳しい環境ではないかと推察しております。と申しますのも平成１７

年度に調査が実施された年につきましては、４月に施行され、個人情報保護という

ものが制定されました。これは私の憶測に過ぎませんけれども、平成１７年１０月

から始まったこの国調が保護法が出来て間もない時期であったと思いますし、トラ

ブルも発生しなかったとも思われます。しかしながらこの２２年度の国調につきま

しては、個人情報保護の意識もだいぶん高まっておるというような状況であろうか

と思います。具体的には個人情報を第三者に知られたくない等いろいろ問題もあり

ますし、調査員との多少のトラブルが発生するのではなかろうかという懸念も持っ

ておりますが、その辺のご認識をお伺いしたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 髙木委員さんの只今のご質問にお答えい

たします。実はそういった懸念は実は私ももっておりまして、現在農林業センサス

ですか、あれを今年やったわけですけれども、その中でもやはり個人情報の取扱に

つきまして、最近結構厳しくなっておるということで、皆様にはその辺のことを充

分に踏まえて説明をしていただきまして、ご協力をお願いしますというふうな形で

お願いをしたわけですけれども、これについて特に今のところはトラブルがあった

というふうなことは聞いておりません。これにつきましてそういった懸念はありま

すけれども、国勢調査ということで一応国民の皆様もこういったことが浸透してお

ると思いますけれども、充分に主旨を説明した上で回っていただきたいなというふ

うには考えておるところでございます。 

○委員長（徳並伍朗君） それでは、質問を終えたいというふうに思っております

が、昼からは民生費についての議題といたしますが、当委員会は予算審査特別委員
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会でございます。決して意見発表ではございませんので、またその時には意見は意

見でまた言う時はありますので、ぜひ言っていただきたいというふうに思っており

ます。１時半から民生費について再開したいと思います。それまで休憩いたしま

す。 

午後０時１３分休憩 

 

    午後１時３１分再開 

○委員長（徳並伍朗君） 休憩前に続き会議をやります。なお、先程の会議の中で田

辺総務部次長と内藤地域情報課長の答弁をお願いしたいと思います。まず、田辺総

務部次長。 

○総務部次長（田辺 剛君） それでは、午前中三好委員の方から質問がありました

高齢者の免許証の自主返納に対する支援に係るタクシーの割引についてご質問があ

ったと思います。このことについて、回答いたしたいと思います。運転免許証を高

齢者が自主返納される場合に、これは高齢者の交通事故防止を図ることを目的とし

てやっておるわけなんですが、支援制度があります。これは、美祢警察署と市、あ

るいは民間事業者が協定を結んで各種支援制度を設けておるものであります。市の

支援制度といたしましては、秋芳洞、大正洞、景清洞観覧料の割引、それから住民

基本台帳カードの無料交付、その他市民大学講座受講券の無料配布、市民総社会参

加活動における花の苗の優先配付、歴史民俗資料館、化石館の観覧料免除という支

援制度を作っております。それから、民間の事業者と警察の協定によるものとし

て、美祢構内タクシーさんと秋芳タクシーさんこの２社が協定でタクシー料金を１

割引という制度。それからもう一つ新美祢カントリークラブさんがクラブ内のレス

トランの昼食を無料とするという制度を作っておられます。お尋ねの件ですけど、

美東町では使えないんじゃないかということでしたが、確かに美東町ではタクシー

会社の事業所といいますか、事務所がありませんので使いにくいということがある

かもしれませんけど、その場合タクシーを呼ばれたら、例えば美東病院でも診察が

終わって事務の人に言われて、タクシーを呼んで下さいということならいくらでも

利用は出来ると思いますので、美東町で利用出来ないということはございません。

それから、もう１件。安冨委員の防災ヘリの実績についてのお尋ねだったと思いま

す。これは２０年度の実績でありますが、緊急運航これは災害とか火災とか救助で

運航した件数ですが、４０件あります。それから、それ以外に防災訓練等で運航し

た件数として１２２件、合わせて１７９件運航しております。時間にしますと２６
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３時間、これが実績として報告を受けております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、内藤地域情報課長。 

○総合政策部地域情報課長（内藤賢治君） 午前中の安冨委員のホームページ関連経

費についてのご質問でございますけれども、観光などまで含めた全部の更新化とい

うことと、この更新業務を市の職員でやっておるかということでございますけれど

も、現在の美祢市役所の公式ホームページの更新は市の職員でやっておりますけれ

ども、現在のシステムのハード、ソフトの老朽化に伴いまして機器を更新するもの

でございまして、観光やその他、地域情報課で現在管理していないものは対象外で

ございます。また、今のホームページは見づらいとか、目的の情報になかなかたど

りつかないとか、評判があまりよろしくないと聞いておりますので、これも合わせ

て改善することとしております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、ありがとうございました。それでは、次に民生費を

議題といたします。執行部より説明を求めます。はい、田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） それでは、款民生費・項社会福祉費・目

社会福祉総務費からご説明を申し上げます。１６４、１６５ページをご覧下さい。

また併せまして、予算の概要の２７ページから併せてご覧いただきますようお願い

をいたします。目社会福祉総務費といたしまして、計２億１，０９６万９，０００

円を計上いたしております。右側の説明００２社会福祉総務費経費であります。主

要事業につきましてご説明を申し上げます。まず、民生委員推薦会委員報酬を１１

万円お願いをいたしております。これは現在の１０６名いらっしゃる民生委員、児

童委員の任期が１１月末を持ちまして満了になります。民生委員推薦会の委員報酬

を計上しております。特定財源といたしましては県費定額の１万６，０００円を見

込んでおります。次にその下に記念品代を５１万円お願いしておりますけれども、

任期満了に伴う民生委員、児童委員の交代が予想される人数を３７名見込みまして

１９万５，０００円を。また、その残額が３１万５，０００円ありますけれども、

これにつきましては、延べ７００名分の献血協力者への記念品代として、計上して

おります。これはすべて単独市費であります。次のページ、１６６、１６７ページ

をご覧下さい。右側の説明ですが、上から６行目です。社会福祉協議会運営費補助

金を６，５８９万５，０００円計上しております。これは、社会福祉協議会職員の

人件費、またチャイルドシート対応事業、高齢者相談活動事業及びこの当協議会に

つきましては、平成２２年度から旧土地改良事業団連合会社屋にて事業を展開され

る予定になっております。この建物にかかる運営費も含まれております。単独市費
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であります。次にその下の県総合社会福祉大会開催費助成金であります。これは、

平成２２年度におきまして、美祢市がこの大会を引き受けることに伴う助成金で２

０万円計上しております。単独市費であります。次に少し下がったところ００６住

宅手当緊急特別措置事業費であります。９４４万５，０００円お願いをしておりま

す。これは、離職者で勤労意欲のある方の内、住宅を喪失している方、また喪失す

るおそれのある方に対して、住宅手当を支給することにより住宅就労機会の確保に

向けた支援を行う事業です。月当たり３万７，０００円を限度として６箇月間支給

する事業でありまして、３５人分を見込んだ手当本体と事務費であります。この中

につきましては１０割国庫補助対象であります。国庫支出金９４４万５，０００円

を見込んでおります。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 続きまして、目障害福祉費として５億

５，３０７万円を計上しております。００１障害者福祉経費として１，５１０万

４，０００円を計上しております。それでは、主な事業のみ説明をさせていただき

ます。説明の中程にあります相談支援事業委託料として３１３万５，０００円を計

上しております。この事業は障害者の日常生活上のサービス等情報提供支援等を行

う事業であります。特に就労関係、介護サービス関係等でございます。次に一番下

にあります知的障害者更正施設建設費補助金の５０万円でございますが、これは平

成８年度に社会福祉法人であります、あそかの園により建設された障害者更正施設

の建設補助金でございます。平成９年度から平成２８年度まで補助するもので、平

成２０年度で第１４回目となります。めくって頂きまして、一番上にあります知的

障害者授産施設建設事業費補助金４０万円ですが、これも平成１５年度に社会福祉

法人であります、あそかの園に建設された障害者授産施設建設補助金で平成１６年

度から２５年度まで補助するものでございます。平成２２年度で第７回目となりま

す。なお債務負担行為の内容につきましては、予算書の３３０ページをご覧いただ

きたいと思います。次に第６行目にあります福祉タクシー助成事業扶助として６０

１万３，０００円を計上しております。この事業はタクシー代金の一部補助で対象

者は障害者手帳１級、２級、３級及び療育手帳の交付を受けておられる方が対象と

なっております。対象者１，６２０名を見込んでおります。現在１，６１２名とな

っております。１回目の利用料金の内５００円、年間でいきますと４８０枚１人に

つき、なお透析者につきましては２４０枚追加補助となります。その下の児童福祉

手当の１６０万８，０００円を計上しております。この事業は障害を有する児童の
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保護者に対し、支給する事業で月２，０００円を支給しております。対象人数は７

０名を見込んでおります。現在５３名となっております。次に００２障害者自立支

援関連経費として、５億２，５８６万４，０００円を計上しております。主な事業

といたしましては、中程にあります指定管理委託料１，１９９万円を計上しており

ます。これは、社会福祉協議会に委託しております地域活動支援センターひのでと

あじさいの指定管理料でございます。次に今のところから８行目下にあります自立

支援医療費扶助の２，１００万円でございます。この事業は人口透析、心臓手術、

人工間接置換手術等更正医療に関する医療費でございます。対象人数９０名の１０

０件を見込んでおります。現在８０名となっております。特定財源が国が２分の１

の１，０５０万円、県が４分の１の５２５万円の負担となっております。次に２行

下にあります補装具給付扶助６５０万円でございます。主なものとしては車椅子、

義肢、補聴器等でございます。件数８０件程度見込んでおります。現在６７件とな

っております。特定財源といたしましては、国が２分の１の３２５万円、県が４分

の１の１６２万５，０００円となっております。次にその下の日常生活用具給付扶

助６０１万７，０００円を計上しております。主なものとしては、歩行支援の用

具、入浴補助用具、住宅改修、ストマーとの給付がございます。件数３００件程度

見込んでおります。現在２４８件となっております。特定財源といたしましては、

国が２分の１の３００万８，０００円、県が４分の１の１５０万４，０００円を負

担するものでございます。次にその下の介護訓練等扶助４億６，７１６万５，００

０円を計上しております。主には居宅介護支援、施設支援、短期入所、就労支援事

業など障害者自立支援法に基づく介護関係の給付事業でございます。特定財源とい

たしまして、国が２分の１の２億３，３５８万２，０００円、県が４分の１の１億

１，６７９万１，０００円を負担するものでございます。次にその下の日中一時支

援扶助２３９万８，０００円でございます。これは、介護者の負担軽減等を図るこ

とから、障害者、障害児の日中預かり事業を行うものです。対象人数４５名の７５

０回を見込んでおります。現在３８名となっております。特定財源といたしまして

は、国が２分の１の１１９万９，０００円、県が４分の１の５９万９，０００円負

担するものでございます。次にその下の自動車運転免許・改造助成費扶助４０万円

ですが、これは重度障害者に対する介護用自動車への改造費の助成事業でありま

す。４名を見込んでおります。現在２名となっております。特定財源といたしまし

ては、県が２分の１の２０万を負担するものであります。次に００３特別障害者手

当等給付事業の１，２１０万２，０００円計上しております。めくっていただきま
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して、特別障害者手当７６１万５，０００円ですが、これは身体障害者手帳１級、

２級もしくは療育手帳のＡの所持者で常時特別の介護を必要とする満２０歳以上の

在宅の障害者を対象となり、１人につき２万６，４４０円を支給しております。対

象者が２４名見ております。現在２０名となっております。特定財源として、国が

４分の３の５７１万１，０００円を負担するものであります。次に障害児福祉手当

４３１万４，０００円ですが、これは身障者手帳１級、２級もしくは療育手帳のＡ

の所持者で常時特別の介護を必要とする満２０歳未満の在宅の障害児が対象となり

ます。月１万４，３８０円を支給しております。対象者２３名をみております。現

在１９名となっております。特定財源として、国が４分の３の３２３万５，０００

円を負担するものであります。次に福祉手当の１７万３，０００円ですが、これは

２０歳以上の障害者で障害基礎年金など公的年金や特別障害者手当等受けてない方

が対象となり、月１万４，３８０円支給しております。対象者２名を見ておりま

す。現在１名となっております。続きまして、目の老人福祉費ですが、本年度６億

７，４１２万円を計上しております。００１の老人福祉経費として４億５，９７７

万２，０００円を計上しております。主な経費といたしましては、１０行目にあり

ます緊急通報装置整備事業委託料４７０万５，０００円でございます。これは、１

人暮らしの高齢者等の緊急事態に対応するための通報装置で現在民間事業所、社会

福祉協議会等に委託をしております。件数１９０台を見込んでおります。現在１１

９台です。特定財源といたしましては、利用者負担が１６６万２，０００円ござい

ます。次にその下の生涯現役推進事業委託料１１８万９，０００円でございます。

これは老人クラブ等の高齢者への生きがい活動支援のための生涯現役推進事業、現

在社会福祉協議会に委託をしております。次に５行下の老人保険医療事業特別会計

繰出金４２万６，０００円を計上しております。その下の介護保険事業特別会計繰

出金として４億４，９７０万円を計上しております。次に００２老人保護措置経費

として２，７６９万９，０００円を計上しております。主なものといたしまして

は、老人保護措置委託料として２，７６８万４，０００円でございます。これは、

現在山口市の秋楽園、下関市の春光苑の措置委託料でございます。秋楽園に現在１

０名、春光苑に２名措置されております。特定財源といたしましては、利用者負担

３０７万７，０００円を見込んでおります。次に００３の生きがい対策事業として

３，４１３万９，０００円を計上しております。主なものといたしましては、報償

金の１，４４１万円ですが、これは敬老祝い金で８０歳の方が１万円、８８歳の方

が２万円、９０歳の方が３万円、９９歳の方が３万円、１００歳以上の方に５万円



－43－ 

の祝い金を差し上げております。平成２０年度に８０歳以上になられる方は約８０

０名程度おられます。次に敬老会開催委託料が６１９万２，０００円と、それに伴

う記念品代として３７７万５，０００円を計上しております。現在敬老会につきま

しては、９月に市内１１会場７団体に委託し実施をしております。次に生きがい活

動通所サービス事業委託料６９６万円ですが、これは在宅で生活されている高齢者

にデイサービス等を提供する事業で主にリハビリ、入浴、食事等でございます。財

源といたしましては、利用者負担１０４万４，０００円を見込んでおります。次に

老人クラブ連合会育成補助金として８４万５，０００円を計上しております。これ

は美祢市老人クラブ連合会の運営補助金でございます。次に老人クラブ単位会育成

補助金１８０万６，０００円ですがこれは、市内４３老人クラブへの運営補助金、

１クラブあたり年間４万２，０００円を計上しております。次に００４の施設整備

費補助事業として１億５，２４５万円を計上しております。まず、社会福祉施設整

備費補助金の１９０万円でございますが、これは社会福祉法人により建設された四

つの社会福祉施設の建設補助金であります。債務負担行為としてみのり園デイサー

ビスセンターに２０年期間の内、１７年目として５０万円、幸嶺園改築工事に２０

年の内１２年目として５０万円、グループホームひかり園に１０年の内９年目とし

て３０万円、ケアハウス幸嶺園に１０年の内３年目として６０万円を計上しており

ます。なお、これも債務負担行為書については予算書の３３０ページに計上してお

ります。めくっていただきまして、次に、介護基盤緊急整備等基金補助金１億２，

７７５万円を計上しております。これは、平成２２年度に豊徳会が計画しておりま

す地域密着型小規模特別養護老人ホームの建設補助金と美祢市社会福祉協議会が計

画しております小規模多機能施設デイサービス施設等の建設補助金でございます。

その下の施設開設準備経費等補助金の２，２８０万円はこれらの二つの建設費の準

備経費として計上しているものでございます。財源につきましては、国が全額補助

するものであります。なお、この事業につきましては、予算の概要書の２３ページ

の左上の方へ重点事業ということで掲載しております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） それでは、そのすぐ下ですけども目福祉

医療助成事業であります。事務費と合わせまして２億２，５９０万８，０００円を

計上いたしております。県は２１年度昨年途中において医療費の一部負担金の導入

を決定したことによりまして、県内市町の動きを見比べまして、昨年６月の市議会

定例会におきまして、受給者の経済的負担を緩和するため市単独で助成を行うこと
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に決定をいただいたところです。新年度予算においても同様の考え方で予算を計上

させていただきました。重度心身障害者分といたしまして、１９２名分を予定をし

ておりまして１億７，８９１万４，０００円。また乳幼児分といたしまして９３５

人分３，２４６万３，０００円を。１人親分２７６人分を計上しておりまして１，

０１１万６，０００円を計２億２，１４９万３，０００円を計上いたしておりま

す。特定財源といたしましては、県支出金といたしまして８，７８８万３，０００

円、また諸収入といたしまして３，５２２万５，０００円を見込んでおります。こ

の諸収入につきましては、高額療養費の返還金でございます。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） それでは予算書の１７６ページ、１７７

ページをお願いします。目老人福祉施設費についてご説明いたします。８老人福祉

施設費として２，２３４万６，０００円を計上しております。００１老人憩の家管

理経費として４０８万５，０００円を計上しております。財源といたしましては使

用料等２９０万２，０００円を見込んでおります。これは、厚保、豊田前及び嘉万

老人憩の家の３施設の管理経費でございます。主な経費としては管理委託料の１６

３万４，０００円でございます。次に００２カルストの湯の管理経費でございま

す。６３４万４，０００円ですが、めくって頂きまして、支出の主なものといたし

ましては、燃料費、光熱費、管理委託料が主なものでございます。次に００３高齢

者コミュニティセンター管理経費として９９万３，０００円を計上しております。

これは、現在秋吉にあります高齢者福祉施設社会福祉協議会に指定管理しているも

のでございます。次に００４の秋楽園組合運営事業１，０９２万４，０００円です

が、これは養護老人ホーム秋楽園組合運営負担金として支出するものでございま

す。内訳といたしましては、施設改修に伴う経費として３９６万１，０００円、人

口割、財政規模割、入所割等に伴う負担金として６９６万３，０００円を計上して

おります。以上で終わります。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 続きまして１８０ページ、１８１ページ

をご覧下さい。項児童福祉費・目児童福祉総務費です。児童福祉総務費といたしま

して、計７，１４０万６，０００円を計上いたしております。説明の００１児童福

祉総務経費中上から７行目になりますが、業務委託料で１５６万円計上いたしてお

ります。これは、２件ございまして１件は保育の質の向上による研修事業でござい

まして、５０万円お願いをしております。また、これは美祢市保育連盟に委託する
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こととしております。またこれは２分の１県費補助がいただける予定です。もう一

つは児童クラブ研修事業額面にいたしまして１０６万円を計上しておりますが市内

児童クラブ運営団体に委託することとしておりまして、１０割県費補助でございま

す。次に、幼児保育振興費補助金です。市内の私立４保育園の保育士３２人、調理

師６人の人件費に補助するため３９９万円計上しております。単独市費でございま

す。同ページの中程ですけども、００４児童クラブ運営費その中の指定管理委託料

がございますが、４８０万円お願いしております。これは、伊佐児童クラブに対す

る指定管理費でございます。特定財源といたしましては、国庫支出金１４９万３，

０００円を見込んでいます。次の児童クラブ運営委託料です。児童クラブ運営委託

料につきましては、市内６クラブの運営委託料でございまして、国庫補助対象は４

クラブございます。３分の２補助で７６３万２，０００円、県費補助対象は２クラ

ブございますが、３分の１補助で８０万円を見込んでおります。次の００５児童セ

ンター運営事業です。児童センター美祢への運営費補助金といたしまして１００万

円計上しております。単独市費でございます。次の００７延長保育事業です。これ

は、市内私立保育園３園において１１時間以上の開所時間の保育事業の対応推進分

といたしまして、基本分と加算分を合わせまして補助するものでございまして、

１，８００万円計上しており、基準額の３分の２、１，２００万円が県費補助でご

ざいます。次の００８地域子育て支援拠点事業です。これは、民間が経営する子育

て支援センターに対する運営費補助金でございまして４３５万５，０００円計上い

たしております。社会福祉法人吉則保育園に補助いたします。次世代交付金で対応

いたしまして、補助基準額はおおむね２分の１の２２５万７，０００円が国庫支出

金でございます。次の０１０言葉の教室運営事業です。これは、言葉が遅い、発音

が気になるなど言語発達遅滞児等に対しまして、言語療法による療育事業でござい

ます。美祢市社会福祉協議会に業務委託いたしておりまして、業務委託料として４

３４万７，０００円を計上いたしており、単独市費の事業でございます。次の０１

１ファミリーサポートセンター運営事業です。これは、子育てと仕事の両立を支援

することを目的に育児の援助を受けたい人と、行いたい人が会員となりまして相互

に助け合う会員組織設立し、事業は美祢市社会福祉協議会に委託しており委託料と

して２５３万４，０００円計上しており、国庫補助金１０３万５，０００円、また

県費補助金５７万円見込んでおります。現在会員数は１４７名いらっしゃいまし

て、その内訳は援助を受けたい人が８３名、援助をしたい人が５０名、両方出来る

とおっしゃっていただける方が１４名いらっしゃいます。なお、昨年９月開所式を
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行いましたけれども、以降今日までに２１回の実施回数を数えております。続きま

して同ページの一番最後になりますが、デイケア推進事業です。心身の発達の遅

れ、またその疑いのある小学校就学前また低学年を対象といたしまして、一般生活

の可能性を引き出す援助を社会福祉協議会に委託し実施いたします。コアラハウス

といわれております。４９３万９，０００円計上しておりまして、内１６６万４，

０００円県補助金を見込んでおります。なお、その事業の手法といたしましては、

音楽療法、医学療法、言語療法、心理判定などで今日の登録者数は１２名いらっし

ゃいます。年間延べ利用者数は５２３名いらっしゃるようです。次のページ１８２

ページ、１８３ページをお開き下さい。目児童措置費です。総額６億２，３７９万

４，０００円計上いたしております。右側の説明００１からご説明いたします。一

時預かり事業です。年間２５人以上の一時保育を実施する民間保育園に補助いたし

ます。市内吉則、麦川、光輪の３園に計１３５万円計上しておりまして、国庫補助

金といたしまして８０万７，０００円を見込んでおります。００２私立保育園保育

委託事業です。市内私立保育園、吉則、南大嶺、麦川、光輪４園に対しまして毎月

基準の国の基準で定められた運営費を支払う事業でございまして、委託料において

２億１，４６９万６，０００円計上しておりますが、特定財源といたしましては補

助金入札の２分の１が国庫補助金、７，０４５万８，０００円、また４分の１の県

負担金３，５２２万９，０００円、多子世帯県補助金１４１万７，０００円、負担

金及び分担金これは保育料収入ですけれども４，９７９万９，０００円を見込んで

おります。００３児童手当支給事業です。総額２，９１８万円計上いたしておりま

す。まず、被用者児童手当です。これは被用者で３歳未満の子を看護している場合

に１万円を支払っておりますけども、延べ７２０人分を見込みまして７２０万円計

上しており特定財源といたしましては、国庫支出金１０分の８の５７６万円、県支

出金１０分の１で７２万円を見込んでいます。次に、非被用者児童手当です。これ

は、非被用者で３歳未満の子を看護している場合に月額１万円支払いますけども、

延べ１５４人分を見込み１５４万円計上しております。特定財源といたしまして、

国庫支出金３分の１の５１万３，０００円、県支出金３分の１で５１万３，０００

円を見込んでいます。次に特例給付児童手当です。これは３歳未満を看護している

被用者でありまして、本来の所得要件に該当しないが、特例給付の所得要件に該当

する場合に月額１万円支払いますけれども、延べ６人分を見込み６万円を計上いた

しております。特定財源といたしましては１０割６万円が国費によりまかなわれて

おります。次に被用者小学校修了前特例給付事業扶助です。これは３歳以上小学校
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修了までの子を看護する被用者に対しまして特例給付事業で第一子、第二子には月

額５，０００円支払いますけども、延べ２，５１６人分を見込んでおります。ま

た、第三子以降には月額１万円支払いますが、延べ４２２人を見込んでおりまして

計１，６８０万円を計上しており、特定財源といたしましては、国庫支出金３分の

１で５６０万円、県支出金３分の１で５６０万円を見込んでおります。次に非被用

者小学校修了前特例給付事業扶助です。これは３歳以上の小学校修了までの子を看

護する被用者に対して、特例給付する事業で第一子、第二子には月額５，０００円

を支払いますけども、延べ５４０名分を見込んでおります。また、第三子以降には

月額１万円を支払いますが、延べ８８人を見込み計３５８万円を計上しておりまし

て、特定財源といたしましては、国庫支出金３分の１で１１９万３，０００円、県

支出金３分の１で１１９万３，０００円を見込んでおります。以上児童手当につき

ましてご説明いたしましたが、新年度から新たに次にご説明いたします子ども手当

の創設によりまして、児童手当といたしましては、６月に支払う２月分３月分のみ

を計上いたしております。次に００６子ども手当支給事業です。これは次世代の社

会を担う子どもの一人一人の育ちを応援する観点から所得制限を設けず中学校修了

までの児童対象に１人に付き１万３，０００円を支給するものです。小学校修了前

分を延べ２万１，９４５人、中学生分を延べ６，７２０人見込みまして、計３億

７，２６４万５，０００円計上しております。財源措置につきましては、小学校修

了前対象者には従来の児童手当分プラス月額１万３，０００円に到達するまでの差

額を全額国費でまかなわれます。なお、今日まで児童手当を所得制限により受給出

来なかった方がいらっしゃいます。この方に対する財源これは地方特例交付金でま

かなうとされております。次に中学生ですが、中学生には全額国庫負担金でまかな

われます。以上子ども手当に係る特定財源といたしまして、国庫負担金２億９，１

７７万４，０００円、県費負担金４，０４３万４，０００円を見込んでおります。

次にその下目母子福祉費であります。総額７，５４３万３，０００円計上いたして

おります。右側の説明の００１母子福祉経費の内自立支援教育訓練給付でありま

す。これは、児童扶養手当受給所得水準の母子家庭の母が指定されている教育訓練

講座を受講した場合に要した経費の２０％を給付する経費ですけれども、１人分１

０万円を計上し、特定財源といたしまして国庫支出金４分の３の７万５，０００円

を見込んでおります。次にその下の高等技能訓練促進費であります。これは、児童

扶養手当受給所得水準の母子家庭の母が資格取得のために２年以上の養成期間など

で就業する場合、全期間において月額１４万１，０００円支給する経費ですけど
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も、１人分計上させていただいて１６９万２，０００円お願いをしておりまして、

国庫支出金４分の３の１２６万９，０００円を見込んでおります。次の００２児童

扶養手当給付事業です。これは、児童を看護している母、また母に代わってその児

童を養育しているのに対して手当を支給する事業で前年所得により異なりますけれ

ども、月額９，８５０円から４万１，７２０円支給される事業で延べ１，９０１人

分を見込み７，１９３万７，０００円を計上し、特定財源といたしまして、国庫支

出金３分の１の２，３９７万８，０００円を見込んでおります。次の児童福祉施設

費です。総額３億９，７７０万１，０００円を計上いたしております。次のページ

１８４、１８５ページをご覧下さい。説明００２公立保育園運営経費であります。

この経費は、市内１０保育園の運営経費であります。計１億５，６２１万５，００

０円計上しておりまして主な項目をご説明を申し上げます。まず上から８行目臨時

職員賃金、これは臨時の保育士２０名、調理員３名、パート保育士２３名、パート

調理員１４名分を８，８４８万７，０００円計上いたしております。次に、まかな

い材料費です。平成２２年度の公立保育園措置見込み児童数は２６３人でございま

すが、２，１９９万円計上いたしております。次に五つ下になりますが、指定管理

委託料です。豊田前保育園は平成２０年度から平成２２年度までの、３箇年間豊田

前の紫光会を指定管理者として指定し、管理を委託しております。本年度昨年と同

額の１，３１９万８，０００円を計上いたしております。次にまた五つ下がりまし

て、機器借上料です。市内１０公立保育園に自動体外式除細動機ＡＥＤをリースに

より設置することにしておりまして６６万８，０００円計上しております。以上公

立保育園運営経費歳出予算に対して特定財源といたしましては、国庫支出金４９４

万７，０００円、県支出金１５６万９，０００円、分担金負担金保育料ですけれど

も６，９９４万８，０００円を見込んでおります。次に下から４行目になります

が、００３児童センター運営事業であります。これは嘉万児童館を運営するための

経費でありまして３５０万５，０００円計上しております。特定財源といたしまし

ては、県支出金定額でございますが、４５万円を見込んでおります。次のページ１

８６、１８７ページをおあけ下さい。００４子育て支援事業であります。これは、

美東、秋芳それぞれの子育て支援センターを運営する経費でありまして２７７万

２，０００円を計上いたしております。次に項生活保護費・目扶助費であります。

まず、項生活保護費・目生活保護総務費でございます。総額２，３８１万１，００

０円計上いたしております。次のページ１８８、１８９ページをご覧下さい。中程

の説明００３生活保護適正化実施推進事業であります。この事業はレセプト点検、
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資産状況調査など生活保護の適正管理を確保するための事業で２７１万円計上いた

しておりまして、１０割国庫補助でございます。以上、目生活保護総務費に係る特

定財源といたしましては、国庫支出金を２７０万３，０００円を見込んでおりま

す。次に、目２扶助費であります。総額２億６，８１７万円計上いたしておりま

す。生活保護受給者に対する生活扶助等の扶助費でありまして非保護世帯数人員は

今日の情勢を反映いたしまして、昨年３月期に比較して、１６世帯２１人増加して

おります。この３月１日現在は１２０世帯１５６人であります。予算は各扶助ごと

毎月の実績に基づいて計上しておりまして特定財源といたしましては、国庫支出金

４分の３ですが２億２８７万１，０００円です。また県費支出金１７４万４，００

０円、雑収入として１，０００円を見込んでおります。次のページ１９０、１９１

ページをご覧下さい。項災害救助費・目災害救助費、説明００１災害救助事業でご

ざいます。これは美祢市災害罹災者に対する援護措置要綱に基づきまして災害被災

者に対する援護事業でございます。扶助費といたしまして２０万円計上しておりま

す。なお財源は全額一般財源であります。以上をもちまして地域福祉課関係の説明

を終わります。よろしくお願いいたします。  

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねします。まず、第一に福祉タクシーが金額が少なくな

っておりますが、これはなぜかということと、生活福祉用具がどれにあたるか分か

りませんが、パソコン、音声ガイド、音声のパソコンの購入とかの補助金があるか

っていうことと、それからページ１８３ページで被用者小学校修了の分と下の非被

用者小学校この金額が昨年を見ましたら、かなり落ちてますが９，９００万、かな

り落ちてますけど、その理由とそれから生活保護費の適用１８９の００３の生活保

護適用化実施推進事業というのは、２，３００万２１年度はあったけど、減ってま

すが、どういう理由で減ったということをお尋ねいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 三好委員のタクシーの予算の減のことと

思いますけど、前年度と過年度の過去３年間の実績に基づきまして、算定をしてお

ります。平成２１年度につきましては、現在１，６０３名でございますので、今回

１，６２０名見ておりますけども、実質的には利用者が前回より少なかった。過去

より少なかったということで、利用者の人数で減額をさせていただいております。

以上です。 



－50－ 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 三好委員の質問にお答えいたします。ま

ず１８３ページの児童手当支給事業でありますが、これは昨年平成２１年度の予算

と比べましたら大幅に減っております。と言いますのは先程ご説明いたしました

が、今回の児童手当の予算につきましては、６月に支給いたします２月分、３月分

のみ児童手当という名称で予算化をさせていただいております。次の１０月に支給

いたしますものからは子ども手当という名称で支給いたしますので、すべて子ども

手当の方に回しておるということでございます。最後の生活保護適正化実施推進事

業であります。これは２１年度におきましては、生活保護システムの機器など更新

をさせていただいたそのことから額面が太くなっております。その機器の整備を２

１年度で終了いたしまして、次からは適正な事務を推進するための一般的な経費と

いうことでお願いをしておりますし、あとシステムのランニングコスト等は加わっ

ておりません。（発言する者あり） 

○委員（三好睦子君） この障害者の方が視覚障害者の方なんですけど、音声のパソ

コンを購入したいと言われました。それと以前も国家資格を取るために本を買われ

たそうですが、それらの補助というのはこの日常生活用具が何かに入るのかな、ど

こかに支援の補助金というのがあるかどうかをお尋ねしたいのです。それと、タク

シー券のことを回答されましたけど、枚数が減ったわけではないんですか、５０枚

が４５になったとか。 

○委員長（徳並伍朗君） 岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 音声のパソコンの件でございますけども

本年度ですけども、ようやく１期委託で事業をやりました。その中で４０万程度の

委託だったと思いますけども、その中でそれは基本的な研修をするということで、

今回２１年度やりました。２１年度につきましては、今言われたパソコンの関係も

ございますので、これから今年度に教室の内容をもうちょっと精査して、その中で

パソコンが必要であれば、県の事業もございますのでまた検討させていただきたい

というふうに思っております。タクシーの枚数の件ですが、枚数的にはちょっと今

ここで把握出来ないんですけど、先程言いましたように利用者の回数、１人の人が

なんぼ使うとか、それと対象者が入院されたとか、その年度によって状況が変わり

ますので、一概に枚数というところは把握出来ないんですけども、よろしいでしょ

うか。 

○委員長（徳並伍朗君） 山田市民福祉部長。 
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○市民福祉部長（山田悦子君） 三好委員のタクシーの制度の件ですが、制度的には

変更はございません。枚数的にも変わっておりません。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 先程のパソコンの件ですけど要約筆記ではなくて、目の見え

ない人がパソコンを買われたいと要約筆記は耳なんですけど、さっきの回答と違う

んですけど、視覚障害者の方がパソコンを買われたいとその時に補助がなんか日常

生活用具給付何かで補助があるかどうか、どこの部類に入るのかちょっと聞きたい

なと思ったのです。 

○委員長（徳並伍朗君） 山田市民福祉部長。 

○市民福祉部長（山田悦子君） 今の音声ガイドパソコンにつきましては、その補助

メニューにあるかどうかというのをちょっと確認をいたしまして、後ほど回答をさ

せていただきたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、有道委員。 

○委員（有道典広君） 社会福祉協議会の運営費補助金が６，５８９万５，０００円

ですかね、いろいろ市民のため活躍されておられますけど、先程あと介護研究整備

投資金補助金これに社会福祉協議会の補助が何か設備に出ると言われましたけど、

最近ちょっといろいろ介護とかいろんな分野にどんどんどんどん進出されまして、

民営の方もたくさんいるのにこれだけ出ていいのかなあと、それの補助金のいるん

だという根拠が何かありますか、私は出来るだけ民間にまかせた方がいいんじゃな

いかと思うんですけど、社会福祉協議会も民間といえば民間ですけど、ほとんど官

製団体ですから、そういうとこばっかりがあれっていうのはちょっといかがかなと

思いました。この補助金の根拠をどうしても出さなきゃいけないという根拠があれ

ば、説明していただければと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 予算書の１７３ページの件ですかね、介

護基盤緊急整備等基金の補助金、先日も岡山委員さんからもいろいろ質問があった

中にも市長のほうで答弁してると思いますけども、こういった介護施設が国の事業

がなかなか事業が参酌基準等で難しくなったということで地域密着型小規模多機能

介護施設というのを事業で行います。地域福祉課の方で６，０００万あの部分は社

協に対する補助金でございますんで、これは社協じゃなくても他の民間の事業所例

えばこの度曽根の小田工務店もやっておりますけども、事業での予算でございまし

て、社協の運営費とはまた別でございますんで、たまたま社協さんがこの事業に取
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り組まれるということで予算をあげております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 有道委員。 

○委員（有道典広君） 分かりました。私としてみれば出来るだけ民営化の必要性が

ありますと思いますから、社協がどんどんどんどんいろんな事業に出して、しまい

には何を目的としてるのか分からんような団体にならんようにやっていただきたい

と、社協そのものを否定するわけじゃないです。立派に職務というのはたくさんあ

りますから、更に踏み込んでそこまでやるよりは、民間の方がどんどん介護のほう

も民営をいろいろ圧迫しとる話も少しは聞いておりますんで、そういうとこを考え

ながらも市のほうも指導をしていかないと両方が共倒れになるようなことが、最後

に起こるんじゃないかと思っています。それともう一つ、いつものパターンで聞い

ておりますが、毎度子どもの保育園のことで、いつもいちゃもんを付けてるわけで

すが、この度２億１，４６９万６，０００円ですか、保育料が美祢市の保育園私

立、あとは児童福祉施設費で公立の保育園がありますけど、私立の保育委託料が２

億１，５００万弱で児童福祉のほうは、公立のほうは職員の人件費だけですでにこ

れをオーバーして２億３，５２０万円と、更に運営費で１億５，６００万円と、相

当差があると思うんですけど、この辺は法律上園児の数とかいろんな制約があって

こうなってはおるとは思うんですけど、この辺は先程も言われましたように、美祢

市の新規単独事業とかいろんなことがあって私立の保育園が苦労されておりますの

で、その辺のもう少し考慮というもんがほしいんですが、いかがですか。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 有道委員のご質問にお答えいたします。

確かに現場の保育園、幼稚園いろいろ子ども達を集めるのに苦労してらっしゃいま

す。また、主に人件費が大変な負担をしいておるだろうというふうには考えており

ます。市といたしましては、１８１ページをご覧いただきたいと思いますけども、

１８１ページの右側の説明の００１の内上から７行目に幼児保育振興費補助金、こ

のあたりにつきましては、そのあたりを斟酌した上での補助金でございまして保育

士３２名、調理師６名分、市の単独の持ち出しによりいろいろ補助を申し上げてい

るところでございます。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、有道委員。 

○委員（有道典広君） 分かりました。職員の給料が公務員の方ですけど２億３，０

００なんぼで、あと臨時の職員は何人おるか知りませんけど８，０００なんぼと臨

時は何人おって、職員は何人いらっしゃるっていうのは分かりますか。 
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○委員長（徳並伍朗君） はい、田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 私立４園の職員数と公立１０園の職員数

でございますか。 

○委員（有道典広君） 公立保育園の一般職員が何人おるかというのと、臨時職員が

何人おるのか。（「時間もらっていいですか。」という者あり） 

○委員長（徳並伍朗君） その他、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 先程、有道委員からもちょっとお話がありましたけど、介護

基盤緊急整備等基金補助金ということで、秋芳町と豊田前にそういった小規模施設

を作るということをおっしゃいましたが、具体的な場所が分かれば教えていただき

たいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 先程、有道委員さんからもありましたよ

うに社会福祉協議会が市の方から指名したわけじゃございませんので、たまたま社

協さんがそういった事業に向こうから取り組まれたということでございますので、

優遇は特にしておりません。それと、今のご質問でございますけども、これは場所

は豊田前の高田医院の跡地に土地も建物も改造して、介護施設に切り替えて社協さ

んのほうでやられる予定になっております。以上でございます。（発言する者あ

り） 

もう一つのほうは、これも事業地域密着型介護老人福祉施設、先程、豊田前につ

きましては小規模多機能施設でございます。秋芳の美祢高の下になるんですけど

も、これが地域密着型介護老人福祉施設と言いまして、定員は３０人未満の小規模

な介護専用の有料老人ホームということで、デイサービスと宿泊が伴います。実施

者は青景園でございますけども、青景園さんが今の嘉万とこちらの秋吉の方と併設

したような形で増設をされる予定で今計画をされておるというところでございま

す。用地につきましてはすでに豊徳会の用地の名義になっておりますし、おそらく

予算が通れば実施の段階に入ろうかと思っております。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） こういった施設の改修とかっていうのに反対するわけじゃな

いんですが、ご存知かと思いますけれども、高田医院さんが閉院されてからかれこ

れ４年近く経つところを改修するということと、高田医院さんを見られたことがあ

る方は分かられると思いますけど、決して老人の方があそこに寄り付きやすいとこ

ろかどうかということと、駐車場がまずないということ、高田医院でやりたいよと
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いう説明会を当初２年前ですかね、社会福祉協議会の方が豊田前地区でやられまし

た。その間２年間で大きく豊田前の情勢が変わってますので、そういった配慮があ

ってここの決定が本当にいいのかどうかっていう議論がなされたんかなあと。地元

でも最初は高田医院さんが適任じゃないかっていう話もありましたけれども、最近

どうもあそこはちょっと不便が悪い、行きづらいという意見もございますので、そ

の辺の意見というのは、反映された予算なのかどうかっていうことだけ、少しお伺

いしたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 確かに私も現地は見ております。この事

業に取り組まれる社協さんは今言われたように２年前に地元交渉もし、地元の了解

も得てると、確かに駐車場あるいは位置的に高低差はありますけれども、どうかな

あということは聞きましたけども、社協さんの方でその地元と約束が出来とるから

今、中止というようことは市のほうに情報は入っておりませんので、予算を計上い

たしまして、また国・県との協議にも入っておりますので、そういう状況で予算に

計上しております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） 中止をしろというようなそういう発想じゃなくて、場所の見

直しが例えば予算がそこで決まったからもう決まったんだよというわけなのか、そ

れとも、先程来から執行部のほうの説明がありますように今後は地域住民の方の意

見を聞いてアイデアを聞いてそういった事業展開をしていくというような、大方針

があるにもかかわらず２年前に説明会をしたからそこに決めてしまうと、今２年間

で大きく地域の情勢が変わっていても、そのままその事業を推進してしまうってい

うのが本当に妥当なのかどうかっていうところに疑問があります。そういったとこ

ろをしっかり査定をしていかないと作ったはいいが、基本的に誰も寄り付かない、

使い勝手が悪いというようなことだと予算の無駄遣いになってしまうんじゃないか

なと思いますので、こういうことを作ってほしいというのはその地域の住民の方の

強い思いですので、それはいいとしても、場所の選定をもう一度考えられてはいか

がかなあというふうに思いますけど、そういった細工をする余地はないということ

で考えてよろしいんですか。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、山田市民福祉部長。 

○市民福祉部長（山田悦子君） 今、地域密着型サービスの基盤整備ということのお

話なんですが、この第４期の介護保険事業計画を立てる際に一応要望がございまし
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て、それに基づいて計画にあげております。事業所のほうからこれで進むっていう

ことでうちのほうに申し出があり、それを予算化して今、検討の協議を行っている

という段階でありますので、またその事業所のところでいろんな詳細について実際

にそこの地域でいいのか、その建物でいいのかっていうところは事業所のほうでま

たいろいろ協議をしてもらって、どうしてもそこでいけないとか、また意見が出て

くればその対応は可能だと考えております。 

○委員長（徳並伍朗君） その他ございませんか。はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） まず１８９ページの扶助費で生活保護扶助経費ということで

予算が２億６，８００万円程度付いております。今、現在皆さんご存知のように一

昨年来の景気低迷で景気経済雇用非常に厳しい状況で、働く意欲があっても就職す

ることが出来ない。いくらなんぼハローワークに行っても仕事が見つからない。そ

ういうお話を非常に私もよく聞いておりまして、そういう中で皆さんもそれぞれ努

力されているとこでありますけれども、そういった状況の中で再就職出来ない、そ

ういった中で日本全国で生活保護を受けておられる方は１３０万人以上おられると

いうことで、非常に当初よりこういった景気低迷で増えてきているっていう実態が

今あるわけでありますけれども、最後のセーフティーネットということで憲法第２

５条ですべての国民は文化的な最低限の生活を営むことが出来る、そういう基本的

な部分がありまして、これが本当に最後のセーフティーネットと思っております。

そういう中で、生活保護扶助費を受けにあたって申請します。申請する時に当然預

貯金があれば受けられないということでしょうけれども、また土地、家屋とかいろ

いろそういった財産部分も取得あれば、非常に申請出来ない。だけど実際仕事をし

てないから、月日々の収入が入らないから生活出来ない、そういう実態もあるわけ

であります。そういう状況の人が今後生活保護を申請するにあたってある程度概略

で結構ですので、どれだけの組織とか財産とか預貯金等があれば、申請は受けるこ

とは出来ない、その辺を概略で結構ですので、ご説明していただきたいなと思いま

す。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、田代地域福祉課長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 岡山委員の質問に対して、お答えすべき

とこでございますけれども、今手元に資料を持っておりません。先程の有道委員の

ご質問、私立保育園また公立保育園の職員数合わせて後ほどお答え申し上げます。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） 基本的に例えば、土地とか家とかあるからということで、田
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んぼもある、収入が入らないし、苦しい思いをされて申請したいんじゃけどってい

うことで、預貯金はないけれども土地とか家とかあるから、受けられないというそ

ういったイメージが非常に持っておられる方が多くおられるなあと実際は預貯金が

あったらダメですけれども、実際土地とか結構田んぼが２、３反とか家がある。そ

ういうところがあれば、本当に生活保護は申請出来ないんかどうか、ここのとこを

またしっかりと言っていただきたいと思っております。さっきの関連ですけれども

有道委員が言われて、小規模多機能型の介護施設の件で、私も一般質問させていた

だいたんですけど、今後小規模ですから２５床の介護施設ということでなっていく

と思いますけれども、これは非常に参入する方はたくさん私もこういったところに

も参入していきたい、そういった介護の思いが強い方がおられまして、何とか参入

したいけれどとお聞きしたりするんですが、そういった中で参入する、実際今回も

いろいろ見てみますと、今まで特別養護老人ホームを経営しているそういった方が

実際次に小規模の多機能型の例えば２９床とかいう施設を補助金とかいろいろ受け

ながら今後建設されようとしているということで、新規は非常に難しい部分がある

と思いますけれども、また今後そういった施設を建設するにあたって、これは基本

的には今従来特別養護老人ホームを経営されてる方が中心に運営されるかどうか、

そういった方が参入される可能性が高いかどうかその辺をちょっとお聞きしたい。 

○委員長（徳並伍朗君） はい、岡村高齢障害課長。 

○市民福祉部高齢障害課長（岡村惠右君） 先程部長のほうからもありましたように

第４期が平成２１年から２３年度まで、これは常に計画の中でございます。第５期

の中で今後国のいわゆる老人ホーム、老人福祉施設、参酌基準がどういうふうに変

わってくるか分かりませんけども、今後の４期の実績等を考慮し、今後地域密着型

でいくか、国の事業でいくか、それと民間の参入でございますけども、今現在民間

の参入というのは、結構最近美祢市の中でも入ってきております。美東ののぞみ園

もそうでありますし、小田工務店さんがやられる日常のグループホームもそうです

から、それだけそういった事業に対する意欲があれば、社会福祉法人だけではなし

に、民間の参入も考えられると思います。以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 他にないようでございましたら、暫時休憩３時１０分まで

休憩したいと思います。 

午後２時５２分休憩 

 

    午後３時１１分再開 
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○副委員長（山中佳子君） 委員長が所要のため席を外しておりますので、これより

副委員長の私が、委員長の職務を務めさせて頂きます。ご協力頂きますようよろし

くお願いいたします。休憩前に続き会議を開きます。休憩前の質問に対する答弁を

山田市民福祉部長お願いします。 

○市民福祉部長（山田悦子君） 先程、三好委員の質問の中で聴覚障害者用の音声ガ

イド型パソコンは、補助対象としてあるかというご質問がありましたが、制度とい

たしましては、画面拡大ソフト、それが画面音声化ソフト等ということで助成があ

ります。ハードそのものには助成はございません。１０万円を限度といたしまし

て、所得割に応じて自己負担があります。１０万円を超えた場合は、全て自己負担

となります。現在のところ特に市民の方からの要望というのはございませんので、

予算化するのであれば日常生活用具給付扶助費という形になりますが、平成２２年

度においては計上はしておりません。それと、先程岡村課長の発言の中で小田工務

店という事業所名が出てまいりましたが、認知症対応型共同生活介護の施設につき

ましては、事業者名は有限会社「富喜」ということで、訂正をさせていただきま

す。 

○副委員長（山中佳子君） 三好委員よろしいでしょうか。はい、田代地域福祉課

長。 

○市民福祉部地域福祉課長（田代裕司君） 先程ご質問がございました、有道委員ま

た岡山委員のご質問に対してお答えを申し上げます。市内の９園直営の公立の９保

育園につきましては、九つの保育園につきましての保育士の数また調理員の正職の

数、保育士２６名、調理師５名これが正規職員でございます。その他不足するもの

につきましては臨時、パートをお願いしております。（発言する者あり）そういう

ことですね。また、岡山委員のご質問でございますが、生活保護を受けるために預

貯金、財産、固定資産ですけれども、この所有の基準はどうかということがござい

ました。原則預貯金、生命保険等がありましたら、それは生命保険については解

約、また預貯金は払い出して、その金額ですけども、じゃあいくらならいいのか、

ダメなのか。例えば私５９歳男１人住まいで６万６，９２０円あったら１箇月生活

は出来るという基準がございます。それほどあれば、１箇月は生活が出来るんじゃ

ないかということで、とりあえず預貯金があれば払い出して、また生命保険があれ

ば解約をして生活をしなさいという指導にあります。また、財産ですけども、財産

宅地なり田んぼなりいろいろ山林ございますけども、財産はなかなかすぐに売れる

ものじゃございませんので、とりあえず保護として取扱って処分が出来た際にはそ
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の出来た日に遡って保護費を返還いただくということになります。また付け加えま

すけども、先程私でしたら６万６，９２０円という基準の数字が出来ると申し上げ

ましたが、従来から医療費が継続して必要になる方については、その医療費も加味

するということでございます。以上でございます。（発言する者あり）保育士の臨

時２１、調理員３、パート保育士３２、調理員１４。（発言する者あり）はい。以

上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 有道委員、岡山委員よろしいでしょうか。次に衛生費を

議題といたします。執行部より説明を求めます。佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） それでは、４款衛生費について主要事

業をご説明させていただきます。１９０ページ、１９１ページをご覧下さい。まず

４款衛生費・１項保健衛生費・目１保健衛生総務費です。説明の００２保健衛生総

務経費でございます。その下の方ですけれども、未給水地区飲料水水源確保事業補

助金といたしまして２４０万円計上しております。これは未給水地区のボーリング

に係る経費に対する補助であります。１件３０万円を上限といたしまして２２年度

も８件を支援するところでございます。 

○副委員長（山中佳子君） 古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君） 続きまして、１９２、１９３ページをご覧下さい

ませ。００４緊急医療経費の一次救急医療委託料６９６万３，０００円でございま

すが、これは入院を伴わない初期救急の医療で美祢市医師会、美祢郡医師会に対す

る在宅当番医院事業業務の委託料でございます。日曜日・祝日が当番日で美祢市医

師会では９医療機関、美祢郡医師会では５医療機関に委託しております。内訳とい

たしましては、美祢市医師会３７６万５，０００円、美祢郡医師会３１９万８，０

００円の計６９６万３，０００円の委託料を計上しております。これは全額一般財

源でございます。それから、二次救急医療運営費負担金４８２万２，０００円でご

ざいますが、これは入院や手術を要する症例に対する医療でありまして、旧美祢市

が所属する宇部・小野田広域救急医療圏と旧美東町・秋芳町が所属する山口地域救

急医療圏の指定医療機関が引き受けております。指定医療機関は輪番で休日夜間の

救急患者を受け入れておりまして、それぞれの医療圏が負担する事業費はそれぞれ

の地域の人口割で負担しております。宇部・小野田地域では２２６万６，０００

円、山口地域では２５５万６，０００円の計４８２万２，０００円を計上してお

り、全額一般財源でございます。引き続きまして、００５地域医療推進協議会経費

２３万１，０００円でございます。地域医療の中核となる市立病院の医師数が激減
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している中、地域医療体制を持続的に維持するため、現場に従事する医療関係者だ

けでなく、市民も取り込み少ない医療資源を有効に活用していく仕組みを協議、検

討していく協議会を設置する計画でありますが、これに要する経費でございます。

委員報酬、消耗品他でございまして、計２３万１，０００円を計上しております。

全額一般財源となっております。続きまして目２予防費１億２，５９５万７，００

０円を計上しております。００１予防経費の予防接種他、疾病予防保健事業５，８

３３万５，０００円でございますが、感染症に関する正しい知識を啓発し、感染症

の発生等蔓延予防するため、予防接種法に基づき予防接種他、疾病予防保健事業を

実施しております。対象となる予防接種の種類は３種混合、２種混合、麻疹、風

疹、日本脳炎一期、二期、ＢＣＧ、ポリオ、インフルエンザでそれぞれ接種回数を

対象年齢者に集団接種及び個別接種により実施しております。また、県補助事業と

して過去の予防接種により健康被害を起こされました方に対する保障を行っており

まして、美祢市には該当者が３名ほどいます。予算といたしましては、予防接種の

委託料５，２６７万２，０００円、保証金３８２万１，０００円他でございまし

て、計５，８３３万５，０００円を計上しておりまして、この内特定財源としてイ

ンフルエンザの予防接種の個人負担金７９３万８，０００円、健康被害保障県補助

金として２８６万５，０００円を見込んでおります。それでは次ページの１９４ペ

ージ、１９５ページをお開き下さい。００３がん検診等事業５，７３６万円でござ

いますが、がんを予防する対策の一環として個別検診、集団検診の二つの方法によ

り、胃がん、子宮がん、乳がん、肺がん、大腸がん、腹部超音波、前立腺がんの各

種がん検診を実施しております。この内女性を対象とした子宮がんは２０歳以上か

ら、その他は４０歳以上の男女が対象ですが、前立腺がんについては７０歳までの

男性としております。対象者数は４０歳以上の男性約８，５００人、女性が１万５

００人、２０歳から４０歳までの女性が約２，８００人でございます。過去の実績

等参考にしまして、それぞれのがん検診予定者を想定して予算を計上しておりまし

て、検診予定者の延べ人数は１万５，８８５人となっております。また、検診に係

る諸費用も計上しておりまして、検診検査委託料として５，３４８万８，０００円

他計５，７３６万円を計上しております。このうち特定財源といたしまして、個人

負担金８６９万９，０００円を見込んでおります。００４新型インフルエンザ対策

事業９万１，０００円でございますが、平成２１年度に発生した新型インフルエン

ザや強毒性といわれる鳥インフルエンザに備えるためのマスク、手袋、アルコール

消毒剤といった最低限の対策用備蓄に係る費用でございます。全額一般財源でござ
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います。００５女性特有のがん検診推進事業６５８万７，０００円でございます

が、特定の年齢に達した女性を対象に女性特有のがん、子宮頸がんと乳がんでござ

いますが、検診費用が無料となるクーポン券を交付いたしまして、受診促進を図る

ことを目的とした国庫補助事業でございます。子宮頸がん検診該当者約７００名、

乳がん検診該当者約１，０００名で受診率を５０％として検診検査委託料６００万

５，０００円他、計６５８万７，０００円を計上しております。これの２分の１の

３２９万３，０００円が国庫補助金として入る見込みになっております。００６自

殺対策事業２３万２，０００円でございます。自殺者の増加に伴い山口県では平成

２２年度から平成２３年度まで、集中的に自殺を予防するための啓発活動等対策を

取ることになっておりまして、美祢市においても市が主体となって、講演等の啓発

活動を実施するものでございます。経費については県の１０割の補助となっており

ます。００７健康増進計画策定事業５０万１，０００円でございます。美祢市総合

計画の一環として、これからの美祢市健康行政の方向を策定するため、美祢市健康

増進計画策定委員会を立ち上げます。また、広く意見を聞くために市民にアンケー

ト調査を実施し、委員会やアンケートの意見を元に美祢市健康増進計画を策定いた

します。委員報酬２２万５，０００円他、計５０万１，０００円を計上しておりま

す。経費は全額一般財源でございます。続きまして、目３母子衛生費３，１０２万

７，０００円を計上しておりますが、１９６ページ、１９７ページをお開き下さ

い。１９７ページの上から４行目になりますが、不妊治療助成事業扶助３０万円で

ございます。不妊治療への経済的負担の軽減を図るための治療費助成事業で対象者

の自己負担に対して、１年度あたり３万円を限度に５年を限度として助成する単県

の補助事業です。１０件を想定しておりまして３０万円を計上しております。２分

の１の１５万円が県支出金となります。００２、１歳６ヶ月児・３歳児検診事業１

９５万９，０００円ですが、幼児期の身体発育及び精神発達の面から重要な時期の

１歳６ヶ月児と３歳児に対する健康診査事業で１歳６ヶ月検診では、歯科診察、歯

磨き指導、育児指導などは集団で行いまして、小児科診察は１件５，６００円で市

立病院、山口、それから吉南医師会に委託しております。３歳児検診事業は集団で

行いまして、尿検査、身体計測、歯科診察、小児科診察、歯磨き栄養指導等を行い

ます。医師への報償金８４万２，０００円、検診検査委託料９７万２，０００円他

で計１９５万９，０００円を計上しております。経費は全額一般財源です。００３

乳児検診事業３４５万２，０００円ですが、健康な乳幼児の育成を図るために１箇

月、３箇月、７箇月において行う健康診査事業で、各検診の受診表を１冊にまとめ
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た乳児一般健康診査受診表を作成いたしまして、母子健康手帳交付時に添付してお

ります。検診は山口県医師会と委託契約をしまして、個別に医療機関で受診し、１

件当たり５，６００円で２００人の参加を予定しております。受診表の印刷製本費

９万２，０００円、検診・検査委託料３３６万円の計３４５万２，０００円を計上

しております。経費は全額一般財源でございます。００４妊婦検診事業２，２６３

万１，０００円ですが母親の健康保持増進のために妊婦を対象に実施する健康診査

事業で出産まで１４回の妊婦検診を県医師会に委託するとともに、１４回分が１冊

になった受診表を母子健康手帳交付時に手渡しております。検診では毎回問診及び

診察を行うとともに妊娠・手術に応じまして子宮がん検診、超音波検査、血液検査

等行っております。なお、事業は県補助事業でありまして、６回から１４回までの

費用６，２７３万円の２分の１が県から補助されます。受診表の印刷１３万円、妊

婦数を１９５人と見込みまして、妊婦検診委託料２，１９３万８，０００円を計上

しております。検診委託料の内６２７万３，０００円が県支出金となっておりま

す。００５育児等健康支援事業２１１万円でございます。これは、次世代育成支援

高度計画に基づく育児等の健康支援事業及びこんにちは赤ちゃん事業でございま

す。育児学級、育児相談、年１回開催している母と子のつどい等でこんにちは赤ち

ゃん事業は第一子が誕生した家庭を生後４箇月までに全戸を在宅助産師が訪問する

事業でございます。また、母性及び乳幼児の健康増進を図るための事業を美祢市母

子保健推進協議会に委託しておりまして、地域の子育てサークルや家庭訪問、市主

催の母子保健事業への協力等を実施しております。予算としては育児学級の講師謝

礼の報償金６７万３，０００円、母子保健推進活動委託料１１５万円、母子保健訪

問指導事業委託料９万円その他でございまして、計２１１万円を計上しておりま

す。経費は全額一般財源となっております。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） 続きまして、目４環境衛生費でござい

ます。１９８ページと１９９ページをご覧下さい。００３墓園事業費施設整備工事

といたしまして１８４万２，０００円を計上しております。この内１０９万２，０

００円は市営松ノ本墓地への水道施設設置事業であります。これは、市営松ノ本墓

地の現在のところ水道施設がございません。市民からの設置の要望がありましたこ

とから今回計上をさせていただいております。次に００４温暖化防止対策事業でご

ざいます。施設の整備工事として１，１５０万円を計上しております。これは、山

口県地域グリーンニューディール基金事業（市町有施設省エネ改修支援事業）を活
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用いたしまして、本市では秋芳洞商店街通路にあります外灯約２５灯ありますけれ

ども、これをＬＥＤ照明化しようとするものでございます。とともに一部ではあり

ますけれども、太陽光発電の設備の設置もしようとするものでございます。平成２

２年度には秋芳洞内の照明改修工事も予定されておりますことから、併せましてこ

うした工事をすることで、環境に対する環境に行為をしているという秋芳洞のイメ

ージアップ効果をするものでございます。財源は県費補助金１，０２０万円を充て

ることとしております。次に美祢発地球元気化事業補助金でございます。１００万

円を計上しております。主要事業のところでは、美祢発地球温暖化防止対策事業に

関することが美祢発地球元気化事業として大きく括ってありますけど、個別具体的

にはこれは市民の地球温暖化防止意識の向上を図ろうとする意図から、この美祢発

地球元気化事業補助金を計上しているものでございます。この事業の概要は家庭の

照明をＬＥＤ照明に転換するために、照明器具を市内で購入された購入金額の一部

の補助として直接現金ではなく市内で使える商品券を交付しようとするものでござ

います。環境対策と地域の活性化の両面を考えまして元気化への一助なることをす

るものでございます。金額につきましては現在のところ調整中でございます。この

事業は市の単独事業でございます。続きまして、目５火葬場費でございます。００

１美祢斎場運営経費でございます。指定管理料としまして１，６５０万円を計上し

ております。これはゆうすげ苑でございますけれども、平成２１年度から３箇年の

予定で指定管理者によりまして、管理運営を行っているところでございます。その

指定管理料でございます。次に００２船窪山斎場運営経費１，０８３万４，０００

円を計上しております。その主なものとしましては、火葬執行委託料５４３万６，

０００円でございます。これは主に人件費でございます。続きまして２０２、２０

３ページをご覧下さい。４款衛生費・２項清掃費・目１清掃総務費でございます。

００１清掃総務経費の中の業務委託料として３５９万２，０００円を計上しており

ます。これは不法投棄回収リサイクル業務委託料でございます。国体開催に向けて

の環境整備の一環といたしまして、市内の不法投棄物を回収しようとするものでご

ざいます。今年度と来年度に取り組むものでございます。財源は全額県の補助金を

充てることにしております。次に合併処理浄化槽設置整備事業補助金でございま

す。２，８９６万６，０００円を計上しております。２２年度は５人槽２２基、７

人槽５１基、１０人槽１基を予定しております。補助額は５人槽が３３万２，００

０円、７人槽が４１万２，０００円、１０人槽は５４万８，０００円でございま

す。次に２０４、２０５ページをご覧下さい。４款衛生費・２項清掃費・目２塵芥
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処理費でございます。００２塵芥処理経費、運搬・収集委託料として８，３３０万

７，０００円を計上しております。これには、固形燃料化するゴミの収集運搬委託

料が約７，５００万。それから不燃系のゴミの収集運搬委託料約８００万を計上し

ております。その次にバーコードの使用料１万１，０００円を計上しております。

これは、これまで市が作成しておりますゴミ袋には美祢市専用のバーコードがござ

いませんでした。今回美祢市専用のバーコードを付けようとするものでございま

す。これによりまして、委託販売業者の負担軽減を図れるものと思います。次に０

０３カルストクリーンセンター管理運営経費といたしまして１億３，３１４万９，

０００円を計上しております。カルストクリーンセンターでは年間約７，０００ト

ンのゴミを受入れ処理をしているところでございます。この内の主なものを申しま

すと燃料費これは主に灯油でございます。今回は１リットルが５４．８円と計算

で、それから２７万リットル使用するということを予定して約１億１，５５３万

５，０００円を。それから光熱水費ですけれども、これは主に電気代ですが約１，

７００万円を、修繕料１，６８２万８，０００円、機器保守委託料６，１３９万

８，０００円を計上しております。２０６ページ、２０７ページ、それから２０

８、２０９ページをご覧下さい。００４リサイクルセンター管理運営経費でござい

ます。指定管理委託料としてリサイクルセンターに関する金額が２，１１３万円を

計上しております。００５最終処分場運営経費これに関する指定管理委託料として

７０４万４，０００円を計上しております。美祢市リサイクルセンターと美祢市一

般廃棄物最終処分場は平成２０年度から指定管理者によりまして、管理運営を行っ

ているところでございます。不燃系のゴミがここには年間約７００トンが入ってき

ております。その処理をお願いしているところでございますが、リサイクルセンタ

ーにおきましてはこれまでも努力をしておりますが、今後も分別の徹底を図ってい

ただきまして、出来るだけリサイクル化を行っていきまして埋め立て量を極力減ら

すという努力をお願いしているところでございます。次に目３でございます。し尿

処理費、００２衛生センター管理運営経費でございます。５，３４０万円を計上し

ております。これには主なものといたしまして、光熱水費電気料ですけれども１，

５７９万２，０００円を、修繕料１，３３４万３，０００円、業務委託料これは水

質分析委託料などですけれども１，２８７万円を計上しているところでございま

す。続きまして、４款衛生費・３項水道費・目１水道施設費でございます。００１

水道事業会計等繰出金といたしまして２億２，２１９万円を計上しております。以

上でございます。 
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○副委員長（山中佳子君） 古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君） 続きましてその下になりますが、４項病院費・目

１病院事業費の病院等事業会計繰出金でございます。これは、市立病院へ７億４，

４１２万４，０００円の繰出金を計上したものでございます。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 説明が終わりました。それでは質疑を行います。質疑は

ございませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） お尋ねします。１９５ページ自殺者対策でありますが、今年

度出来てるようですけど、この対策という内容が講演のように見られますが、この

講演の対象者は小・中・高の学生なのか、大人なのか、そしてこの講演で自殺の対

策が出来るものかどうか、自殺するにはリストラとかストレスとかいろいろ原因が

あると思いますので、その原因を取除くというか、そういうのが大事ではないかと

考えますが、講演の内容はどんなのでしょうか。対象者とお願いします。 

○副委員長（山中佳子君） 古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君） この自殺対策につきましては、今年度から山口県

のほうでも取り組んでおるということで、ちょっと県でどのぐらいお亡くなられた

かというのをちょっと紹介しましょう。山口県で平成１９年で３９４人ということ

です。男性が２９１人、女性が１０３人となってます。全国では３万人ぐらいとい

うことで、交通事故よりはるかに多くの方の命が失われているということでござい

ます。それで県の方ではパンフレットを配布したり、会合があった時にそういった

普及の啓発の事業を実施したりしております。今、私どものほうもどういうふうに

するかということで具体的にまだ決めておりません。今、現在いろんな集まりがあ

った時にそういった関係の先生をお呼びしてお話を聞くとか、パンフレットとか自

殺予防の冊子を配るとかそういうことを今考えております。具体的にどういう先生

とかいう話まではちょっと考えておりませんので、今から検討はしていかなくちゃ

いけないと思います。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） はい、三好委員。 

○委員（三好睦子君） 自殺はパンフレットとかではなくて、今全国的にも多いとい

うのは今のような経済情勢の中で生きる夢も希望もなくなって、自殺の道を行かれ

ると思うんですが、税金の滞納とかいろんな面でも行き詰まってどうしようかとい

うことで、そういうふうになると思います。それなので、やはり生活相談っていう

かそういった面で生きる道筋というか、そういった面で、そういった方向で自殺者

を防ぐほうが良いのではないかと思いますが、そういった生活相談というかそうい
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うのを充実させられるような計画はおありでしょうか。 

○副委員長（山中佳子君） 古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君） 保健師がそれぞれいろいろ問題のあるところとか

家庭訪問とかいうふうなこともやっております。それからまた地域のサロンとかい

うのもそれぞれやっておりまして、それでいろいろな情報を集めるようにして、そ

してそういう対象者といいますか、おそれのある方というのについても、そういっ

たところからピックアップ出来て対応がやっていけるんじゃないかというふうに思

います。非常にデリケートな問題なんで、そのあたりのところは慎重に進めていか

なくちゃならないというふうに考えております。 

○副委員長（山中佳子君） よろしいでしょうか、三好委員。はい、岩本委員。 

○委員（岩本明央君） １９９ページをお願いします。真ん中辺のちょっと下に００

４温暖化防止対策事業の一番下に美祢初地球元気化事業補助金、これは先程商品券

を発行ということで大変ユニークなまた消費拡大ということで素晴らしい計画だと

思いますが、これは市民の方にどのような周知徹底なり、どのような方法なりそれ

から１点がなんぼとかその辺のことの具体的なことは考えておられますか。 

○副委員長（山中佳子君） 佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） ご質問にお答えいたします。まず一つ

といたしましては、啓発の関係。これは啓発の対象といたしましては、市民に広く

啓発をしたいということで事業を作っております。小・中学生を対象といたしまし

ては、これも啓発のことが重要と思っておりますことから、市内の小学校、中学校

３０校ありますけれども、この各学校にペットボトルのキャップの回収ボックスを

配布する予定にしております。そういう子供たち、大人ということで両面から啓発

を２２年度は行っていきたいと思っているところでございます。もう一点の金額に

つきましては、はっきりと先程申しましたように調整中というところでございまし

て、今ここで結論は出せておりませんけれども、どのような方向で詰めていこうか

と思っております。それは、なるべく広くと思っておりますことから、そうはいっ

ても金額の１００万という上限がございますので、２００個から３００個あたりと

いう方向で考えております。５，０００円から１万円以上の購入をしていただいて

その約半分２，０００円から５，０００円程度の商品券の交付になるのではないか

というふうに思っております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 岩本委員、よろしいでしょうか。質問をもう一度お願い

します。 
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○委員（岩本明央君） 僕が聞いたのはね、どういうふうな方法で周知徹底をされる

かということは、今小学校、中学校の話だったんじゃけど、さっき確か商品券どう

こう変わる商品券どうこうというのを聞いたんですが、聞き間違いですか。その商

品券の場合はどう一点が今環境問題であるんだけど、その辺はそういう方法がある

んかなあということを聞いたんです。商品券は商品券、今の点数でいってんかなあ

と思って。（発言する者あり）今盛んにやってるエコポイント。 

○副委員長（山中佳子君） はい、佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） ご質問にお答えいたします。商品券を

発行すると、交付するということでございます。その商品券につきましては、商工

会等が取り組んでおります。そういう商品券になろうかと思ってます。以上でござ

います。 

○副委員長（山中佳子君） 暫時休憩いたします。 

午後３時５４分休憩 

 

    午後４時０１分再開 

○副委員長（山中佳子君） 休憩前に続き会議を開きます。それでは、先程の質問に

対する答弁をお願いします。佐々木生活環境課長。 

○市民福祉部生活環境課長（佐々木郁夫君） それではお答えいたします。美祢市民

が家庭の照明器具をＬＥＤ照明へと転換するために市内でＬＥＤ照明器具を購入し

た場合に商品券を交付しようとするものでございます。その啓発につきましては広

報等を使っていこうと、その他ＭＹＴ等をたくさんの方法を使いまして出来るだけ

この事業が行きわたりますように努力をしたいと思っております。（発言する者あ

り）金額につきましては１万円以上を購入した場合に約４割を補助するということ

でございます。 

○副委員長（山中佳子君） そのほかに質疑はありませんか。萬代委員。 

○委員（萬代泰生君） 一点だけお尋ねをしたいと思います。この予防費にですね総

額で１億２，５９５万７，０００円という大きなお金を投入して、美祢市民の健康

維持管理に努めていこうということで、予算化がされております。今回も予防接

種、がん検診、新型インフルエンザ対策、女性特有のがん検診推進事業、自殺対策

事業、健康増進計画策定事業というふうに計画がされておりますけれども、先だっ

ての補正予算の説明の中でがん検診の検診率等についてお尋ねしました。そういう

状況の中で非常になかなか検診率の向上率につながってないというご答弁があった
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わけですが、今まで予防対策をしていく上で美祢市民の健康を守る大きな柱といえ

ば、予防対策だけで、物事が進められていくのは非常に難しいんじゃないかという

ふうに思うんです。そういう状況の中で国民健康保険の疾病状況の把握とか、それ

から死亡された方の死亡届が出た時に死亡届の中の原因が何なのかっていうことを

一点お尋ねしたいのは、死亡届による死亡原因の把握がされておられますかと、こ

れを一点お尋ねしたいと思います。それと国民健康保険も住民の健康を守るための

手段としてあります。医療もやはり健康を守るための手段として医療施設があるわ

けですが、それに加えて福祉対策事業、この４課等の連携をこれまで協議されてこ

られたのかどうなのか、それが２点目。その結果によるんですけれども、やはり健

康保険の医療費が非常に高くなったということは先日の一般質問の中でも市長が答

えておられましたし、今後国民健康保険の対策を考えていかなきゃいけないという

話もあったわけですが、行政の立て割行政で推進していったんでは、なかなかまと

まらない、バラバラになって。住民の皆さんも美祢市が健康増進の柱をどう示そう

として、それに関係課がどう係わろうとしているのかっていうことをやはり期待し

ていると思うんですが、３点目に健康増進計画を策定していかれる上でそこら辺の

保健、福祉、医療そういったものの連携を基にした計画を立てられようとしておら

れるのかどうか、その４点についてお尋ねをさせていただきます。 

○副委員長（山中佳子君） 古屋市民福祉部次長。 

○市民福祉部次長（古屋勝美君） それでは、美祢市の死亡原因という第一点ですが

平成１９年度で申しますと、旧美祢市で１位が悪性新生物いわゆるがんです。旧美

東町については肺炎となっております。秋芳町については悪性新生物がんです。３

位まで申しますと美祢市はがん、心疾患、肺炎でございます。美東町のほうは肺

炎、がん、心疾患、秋芳町はがん、脳血管疾患、心疾患というふうな傾向が出てお

ります。それから、第２点目の国保とか保健行政のほうの連携はどうなのかという

ふうなお話でございました。今の検診については、後期高齢等もありまして、健康

増進課とそれから国保の担当のほうでの連携といいますか、それは取るようにやっ

ておりますし、また協議しながら進めております。しかしながら健康増進計画もそ

うなんですが、先程紹介しました美祢市地域医療推進協議会というのを新たに立ち

上げて予防から病気になった場合の対応の仕方。それから治ってから後のケアとか

いう保健それから医療それから後の福祉といいますか、そのあたりまでのことを総

合的に考えていく仕組みというのを作ろうということで２２年度考えていきたいと

思っております。現在それに向けての医療関係者からのアンケートを取りまして、
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これは集計が出来ております。それらを活用しながら美祢市のいわゆる総合計画に

出ておりますけど、美祢医療圏の構築というふうなところに結びつけていきたいと

いうふうに考えております。今のが３点目に入るかどうかあれですけど、そういう

ふうなことを考えておりますので、これからちょっとどういった医院の先生方にお

願いするかとそういった構想をまとめていきたいというふうに考えております。

（発言する者あり） 

○副委員長（山中佳子君） はい、萬代委員。 

○委員（萬代泰夫君） 大変ありがとうございます。なかなかこういった横の連絡体

制というのが、市役所の中の一つのネックになってるんじゃないかなあという部分

を感じております。地域住民は、おぎゃーと生まれてこの福祉関係につきまして死

ぬまで行政が担当しておられるわけでございます。この中で住民の皆さんの健康を

守るというのは市政の中でも第一番目の柱にならなきゃいけないんだろうと思うん

ですが、その大きな柱に他の課がどういうふうにくっついていって地域住民の健康

福祉を守るんだという線がいささかぼやけているように思います。担当課とすれば

それぞれに持たれておる仕事をこなしていくのが精一杯かもしれませんけれども、

地域住民の目から見るとどうしてもそこら辺がたて割り行政になって、あっちのこ

とは知らんよ、こっちのことはあっち行って聞けよというふうな格好にどうしても

なりがちと思うんです。健康を守るための対策事業をこれから四つの関連課で持っ

てお互いに連携を図りながら進めていってもらえたらいいなと思います。すみませ

ん意見まで言いました。よろしくお願いします。 

○副委員長（山中佳子君） そのほかに質疑はありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め、質疑を終わります。これにて、本日の

審査を終了いたします。なお、本日審査をいたしました一般会計予算の残りの部分

につきましては、明日引き続き審査をいたします。それでは、明日３月１０日午前

９時３０分より当委員会を開催いたしますのでよろしくお願いいたします。本日は

これにて、散会いたします。ご審査ご協力誠にありがとうございました。お疲れで

ございました。 

    午後４時１２分散会 
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